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発
刊
に
あ
た
っ
て

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か
ら
町
政
に
対
し
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
町
政
全
般
の
概
要
に
つ
い
て
、「
町
政
便
覧
」
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

酒
々
井
町
は
、
明
治

年
の
町
制
施
行
に
よ
り
町
と
し
て
誕
生
し
て
か
ら
一
度
も
合
併
す
る
こ
と
な
く

22

独
立
独
歩
の
道
を
歩
み
続
け
、
本
年
４
月
に
１
３
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
太
古
か
ら
続
く
広
域
結
節
点
と

し
て
の
地
理
的
環
境
の
も
と
、
先
人
た
ち
の
叡
智
と
努
力
に
よ
っ
て
優
れ
た
交
通
網
と
都
市
基
盤
が
備
え
ら

れ
、
発
足
時
は
４
千
人
に
満
た
な
か
っ
た
こ
の
町
に
人
々
が
集
い
、
交
流
を
続
け
、
そ
の
積
み
重
ね
に
よ
り

現
在
の
人
口
２
万
人
を
超
え
る
「
日
本
で
一
番
歴
史
の
古
い
町
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
節
目
の
年
を
町
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
お
祝
い
し
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
た
め
６
月
に
記
念
式
典
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
一
年
を
通
じ

て
町
民
の
皆
さ
ま
に
、
歴
史
や
文
化
な
ど
貴
重
な
地
域
資
源
を
持
つ
こ
の
町
に
対
す
る
誇
り
と
、
ふ
る
さ
と

酒
々
井
へ
の
愛
着
心
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
行
事
を
企
画
し
、
町
全
体
で
盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
、
第
６
次
総
合
計
画
・
前
期
基
本
計
画
期
間
の
中
間
年
度
と
な
り
ま
す
。
今
年
度
、
行
政

組
織
の
改
編
と
し
て
、
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
防
災
力
の
強
化
を
図
る
た
め
「
く
ら
し
安
全
協

働
課
」
を
、
地
域
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
て
磨
き
を
か
け
発
信
す
る
こ
と
で
着
地
型
・
持
続
可
能
型
の
観
光

を
目
指
す
「
文
化
観
光
課
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
組
織
改
編
を
契
機
と
し
て
、
基
本
計
画
期
間
の

５
年
間
で
特
に
力
を
入
れ
て
推
進
す
べ
き
と
位
置
づ
け
た
３
つ
の
重
点
テ
ー
マ
「
安
全
・
安
心
」「
郷
土
力
」

「
将
来
の
息
吹
」
の
実
現
を
目
指
し
、
取
組
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
か
、
こ
の
「
町
政
便
覧
」
を
ご
一
読
い
た
だ
き
、
町
政
に
一
層
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

酒々井町長

小 坂 泰 久

２

え

い

ち



町
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

千
葉
県
の
北
部
、北
総
台
地
に
位

置
し
、
都
心
か
ら

キ
ロ
メ
ー
ト

50

ル
圏
内
に
あ
っ
て
、緑
豊
か
な
自
然

環
境
と
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。

歴
史
的
に
は
、約
３
万
４
千
年
前

の
環
状
ブ
ロ
ッ
ク
群
を
有
す
る
墨

古
沢
遺
跡
（
国
史
跡
）
や
千
年
前
の

印
東
庄
の
景
観
が
残
り
、中
世
戦
国

時
代
に
は
、下
総
の
国
を
統
治
し
た

千
葉
氏
が
本
佐
倉
城
（
国
史
跡
）
を

築
城
し
て
、
約
１
０
０
年
に
わ
た

り
、
政
治
、
経
済
、
文
化
の
中
心
と

し
て
栄
え
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
は
、
佐
倉
城
下
、
幕

府
の
野
馬
会
所
、
成
田
・
芝
山
へ
の

宿
場
町
と
し
て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

明
治

年
、
町
村
制
施
行
に
よ

22

り
近
隣

カ
町
村
が
合
併
し
、

16

「
酒
々
井
町
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

以
来
、
着
実
な
歩
み
を
続
け
、
昭

和

年
代
に
は
、
大
規
模
な
住
宅

50
開
発
に
伴
う
急
激
な
人
口
増
加
に

よ
り
、そ
れ
ま
で
の
農
業
中
心
の
町

か
ら
、都
市
機
能
を
備
え
た
住
宅
都

市
へ
と
変
貌
し
、人
口
２
万
人
を
超

え
る
町
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
第
６
次
酒
々
井
町
総
合
計
画
を

実
現
す
る
た
め
、町
の
将
来
を
し
っ

か
り
と
見
定
め
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

酒
々
井
町
民
憲
章

古
い
歴
史
と
伝
統
を
も
つ
新
し
い
町

酒
々
井
は
、
輝
く
太
陽
の
下
、
清
ら
か
な

水
と
豊
か
な
緑
に
包
ま
れ
た
わ
た
く
し
た

ち
の
ふ
る
さ
と
で
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、
こ
の
素
晴
ら
し
い

自
然
を
守
り
な
が
ら
、
文
化
の
香
り
高
い

調
和
の
と
れ
た
田
園
都
市
を
つ
く
り
あ
げ

る
た
め
に
町
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
歴
史
と
文
化
を

た
い
せ
つ
に
し
、
自
然
を
愛
し
て
美

し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
若
い
力
を
育
て
、

働
く
こ
と
を
喜
び
豊
か
な
ま
ち
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
き
ま
り
を
守
り
、

他
人
を
尊
び
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
老
人
を
敬
い
、

子
供
を
慈
し
み
温
か
い
ま
ち
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
笑
顔
で
接
し
、

心
の
通
う
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

〈
昭
和

年

月
３
日
制
定
〉

49

11

〈
令
和
２
年
２
月

日
改
正
〉

22

町
名
の
由
来

昔
む
か
し
、印
旛
沼
の
近
く
の
村
に
年
老
い
た

父
親
と
孝
行
息
子
が
住
ん
で
お
っ
た
。

父
親
は
た
い
そ
う
な
酒
好
き
で
な
、親
思
い
の

息
子
は
、毎
日
一
生
懸
命
働
い
て
父
親
に
酒
を
買

っ
て
い
た
ん
じ
ゃ
。

と
こ
ろ
が
あ
る
日
、ど
う
し
て
も
酒
を
買
う
金

が
つ
く
れ
ず
に
、と
ぼ
と
ぼ
と
歩
い
て
家
に
帰
ろ

う
と
し
て
い
た
。
そ
の
時
、
道
ば
た
の
井
戸
か
ら

何
と
も
良
い
香
り
が
「
ぷ
う
ん
」
と
し
て
き
た
。

な
め
て
み
る
と
、そ
れ
は
ほ
ん
も
の
の
酒
だ
っ
た

ん
じ
ゃ
。
さ
っ
そ
く
帰
っ
て
父
親
に
飲
ま
せ
る

と
、「
こ
り
ゃ
う
ま
い
酒
だ
。
あ
り
が
た
い
、
あ

り
が
た
い
」
と
た
い
そ
う
喜
ん
だ
。

息
子
は
そ
れ
か
ら
毎
日
、毎
日
井
戸
か
ら
酒
を

く
ん
で
飲
ま
せ
た
ん
じ
ゃ
。
と
こ
ろ
が
こ
の
酒

は
、
親
子
以
外
の
人
が
飲
む
と
、
た
だ
の
水
に
な

っ
て
し
ま
う
ん
じ
ゃ
な
。

「
き
っ
と
、孝
行
息
子
の
真
心
が
天
に
通
じ
た
に

ち
が
い
な
い
」
と
み
ん
な
が
ほ
め
た
た
え
た
。

こ
の
酒
の
井
の
話
が
広
ま
り
、
村
も
い
つ
し

か
、「
酒
々
井
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
じ
ゃ
。

町の木「梅」

昭和45年11月３日制定

小中学校、一般公募により

選定。伝統と気高さを表し

ています。

町の花「水仙」

平成元年３月31日制定

町制施行１００周年を記

念して一般公募により選

定。さわやかなプライドと

明日への明るい希望を表

しています。

町の鳥「メジロ」

平成６年７月24日制定

町制施行１０５周年を記

念し、町民アンケートを参

考に「町の鳥」制定検討会

で選定。豊かな自然との融

合を表しています。

トータル・エンブレム

昭和59年11月25日制定

まちづくりをイメージす

るシンボルカラーとあわ

せて、町章のイメージを高

めるための町章の背景デ

ザインとして制定されま

した。

町章

昭和40年４月11日制定

三角形は千葉県を表し、円

は北総台地と人の和を表

し、酒々井町の位置に町名

の頭文字「酒」を配したも

のです。

「酒々井の教育」推進マス

コットキャラクター

「勝っタネ！くん」

平成22年3月13日決定

町の繁栄の基礎を作った

本佐倉城3代城主千葉勝胤

にあやかった「希望と幸せ

の種でできている文武両

道と勝利の神様」です。

町マスコットキャラクター

「井戸っこ（しすいちゃん）」

平成24年11月18日決定

町民の郷土愛を育むととも

に町のイメージアップ、町

の認知度を向上させるため

のシンボルです。
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宣

言

都

市

町
で
は
、
昭
和

年
６
月

日
に
、
交
通
事
故

41

28

の
撲
滅
を
目
指
し
「
交
通
安
全
都
市
宣
言
」
を
、
平

成
元
年
９
月

日
に
恒
久
平
和
を
願
い
「
平
和
都
市

13

宣
言
」
を
、
平
成
７
年

月
８
日
に
、
人
権
意
識
の

12

高
揚
と
差
別
の
な
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
「
あ
ら

ゆ
る
差
別
撤
廃
・
人
権
尊
重
都
市
宣
言
」
を
、
平
成

年

月

日
に
、「
健
康
創
造
都
市
宣
言
」
を

15

11

23

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
令
和
元
年
６
月
５
日
に
、「
平

和
都
市
宣
言
」
を
「
非
核
・
平
和
都
市
宣
言
」
へ
改

正
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
５
年
２
月

日
に
は
、「
ゼ
ロ
カ
ー

28

ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
し
ま
し
た
。

◆
交
通
安
全
都
市
宣
言

最
近
交
通
機
関
の
非
常
な
発
展
に
伴
い
、
本
町
に

お
け
る
交
通
事
情
も
著
し
く
輻
輳
（
ふ
く
そ
う
）
し

交
通
事
故
が
ま
す
ま
す
増
加
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
、

誠
に
憂
慮
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

尊
い
住
民
の
生
命
と
財
産
を
交
通
の
災
害
よ
り
守

り
、
町
民
生
活
の
安
全
を
図
る
た
め
、
交
通
道
徳
の

高
揚
と
交
通
施
設
の
整
備
を
推
し
進
め
る
と
と
も
に

交
通
安
全
を
期
す
る
た
め
、
こ
こ
に
町
民
の
総
意
を

持
っ
て
交
通
安
全
都
市
を
宣
言
し
、
交
通
事
故
の
絶

滅
を
期
す
る
も
の
で
あ
る
。

◆
非
核
・
平
和
都
市
宣
言

豊
か
な
緑
と
自
然
を
誇
る
私
た
ち
の
ま
ち
酒
々
井

は
、「
日
本
で
一
番
古
い
町
」
を
郷
土
の
誇
り
と
し
、

１
０
０
年
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
、
酒
々
井
町
民
が
一
丸
と
な
り
懸
命
の
努
力
を

続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
魅
力
的
な
地
域
社
会
の
創

造
は
、
地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
国
の
人
々
の
恒
久
的
な

平
和
な
く
し
て
は
望
み
得
な
い
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
私
た
ち
酒
々
井
町
民
は
、「
令
和
元
年
」

新
た
な
時
代
の
到
来
と
と
も
に
、
町
制
施
行
１
３
０

年
の
節
目
に
あ
た
る
こ
の
機
会
に
、
非
核
三
原
則
が

完
全
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
全
世
界
の
人
々

と
共
に
核
兵
器
の
廃
絶
、恒
久
平
和
の
確
立
の
た
め
、

こ
こ
に
「
非
核
・
平
和
都
市
」
を
宣
言
す
る
。

◆
あ
ら
ゆ
る
差
別
撤
廃
・
人
権
尊
重
都
市
宣
言

基
本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
自
由
で
平
等
な
真
に

平
和
な
社
会
の
実
現
は
、
す
べ
て
の
人
々
の
願
い
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
の
社
会
に
は
、
今
な

お
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
が
存
在

し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
人
権
意

識
を
高
め
、
差
別
の
な
い
安
心
し
て
暮
ら
し
や
す
い

明
る
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
、
こ
こ
に
酒
々
井
町

を
「
あ
ら
ゆ
る
差
別
撤
廃
・
人
権
尊
重
都
市
」
と
す

る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

◆
健
康
創
造
都
市
宣
言

豊
か
な
自
然
と
快
適
な
生
活
環
境
の
な
か
で
、
健

康
で
明
る
く
、
生
き
生
き
と
充
実
し
た
生
活
を
送
る

こ
と
が
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
す
べ
て
の
人
に

共
通
す
る
永
遠
の
願
い
で
す
。

私
た
ち
町
民
一
人
ひ
と
り
が
「
健
康
を
ま
も
り
・

つ
く
る
」こ
と
の
意
識
を
日
常
生
活
の
な
か
で
育
み
、

健
康
づ
く
り
の
輪
を
町
全
体
に
広
げ
て
い
く
こ
と
で

「
健
康
な
ま
ち
酒
々
井
」
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

緑
豊
か
な
自
然
や
先
人
よ
り
受
け
継
が
れ
て
き
た

歴
史
・
文
化
な
ど
地
域
資
源
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
を
安

全
安
心
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
持
続
可
能
な
環
境

を
未
来
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
脱
炭
素
へ
の
取
り

組
み
を
強
化
し
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素

排
出
量
の
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
」
を
宣
言
す
る
。

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

◆
鉄

道

Ｊ
Ｒ
成
田
線
酒
々
井
駅
、
Ｊ
Ｒ
総
武
本
線
南
酒
々

井
駅
、
京
成
電
鉄
本
線
京
成
酒
々
井
駅
、
同
宗
吾
参

道
駅
の
３
線
４
駅
に
よ
り
、
東
京
都
心
や
千
葉
市
、

成
田
国
際
空
港
と
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

◆
道

路

東
関
道
自
動
車
道（
酒
々
井
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）、

国
道

号
、
国
道
２
９
６
号
や
主
要
地
方
道
成
東

51

酒
々
井
線
、同
富
里
酒
々
井
線
、一
般
県
道
宗
吾
酒
々

井
線
が
あ
り
、
県
東
部
、
千
葉
市
お
よ
び
東
京
方
面

と
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

土 地 利 用

町の面積は、１９.０１平方キロメ
ートルです。

首都圏近郊整備地帯に属し、自然

的土地利用と都市的土地利用の調和

を基本に、早くから計画的な土地利

用を進めています。

♪ 町 の 歌 ♪
（昭和54年 町制施行90周年を記念して制作）

酒 々 井 町 民 歌 し す い 音 頭
（唄 藤山一郎） （唄 都はるみ）

（作詞 川島計介・補作 石本美由紀） （作詞 左近嘉一・補作 石本美由紀）
（作曲 藤山一郎） （作曲 市川昭介）

一、みどり明るく 水清く 一、昔宿場で 栄えた町よ
印旛沼から 光る風 今も名残の 松並木
古い歴史を 誇りとし 見たか 聞いたか 知ってるか
明日の文化へ 新しい 汲めば 井戸から 酒が湧く
力をそそぐ 町づくり ＊音頭は聞くもの 唄うもの
いつも心に 太陽の みんなで見るもの 踊るもの
輝き満ちる 酒々井町 酒々井 酒々井すいすい 総踊り

二、城址 根古谷の 松風は 二、稲を育てて 穂を実らせる
誰に 昔を 語るやら みどり豊かな 印旛沼
梅の香りの ゆかしさを 墨の獅子舞い にぎやかに
胸にいだいて 逞しく 祗園まつりの 笛、太鼓
働く人の 町づくり ＊くり返し
いつも心に 通い合う
喜び満ちる 酒々井町 三、筑波颪に 笑顔を見せる

梅は 自慢の 町の花
三、常に自然を 友として 銀の翼に 梅ヶ香を
守り 育てる 郷土愛 乗せて世界に 届けたい
空の港の 果て遠く ＊くり返し
いまぞ 未来へ 堂々と
羽搏き目指す 町づくり 四、酒々井よいとこ 左と右に
いつも心に 火と燃えて 佐倉 成田が 露払い
若さが満ちる 酒々井町 根古谷城址の 松風も

明日の繁盛を 呼んで吹く
＊くり返し

４



●酒々井町誕生

●役場庁舎「旧酒々井郵便局」の場所に移転

●成田鉄道佐倉～成田間開通、酒々井駅開設

●総武鉄道佐倉～銚子間開通

●酒々井尋常高等小学校開校

●町公設消防組設立

２２年

２６年

３０年

４１年

４３年

３年

４年

５年

１５年

４年

１３年

１５年

２２年

２６年

２７年

３２年

３５年

３６年

４０年

４１年

４２年

４３年

４５年

４６年

●南酒々井駅開設

●役場庁舎が勝蔵院脇に移転

●町に電灯がつく

●京成電鉄成田線開通、京成

酒々井駅・宗吾参道駅開設

▼

明

治

▼

大

正

酒々井小学校運動会のアーチ作り

（大正 10 年頃）

勝蔵院脇にあった酒々井高等小学校

（明治 40 年）

印旛沼水害（昭和 13 年７月）

左：柏木地先、上：大鷲神社前

近年では、豪雨により、中川流域で

内水被害が頻発しており効果的・効

率的な対策が待たれています

●町に電話が開通

●消防組が警防団と改称

●役場庁舎「現ＪＡ成田市酒々井支所」

の場所に移転

●酒々井中学校開校

●警防団が消防団と改称

●町単一ＰＴＡ発足

●印旛沼干拓事業閣議決定

●町国保診療所開設

●教育委員会発足

●有線放送開始

●佐倉市習志野市酒々井町合同火葬場完成

●第１回町民体育大会開催

●町老人クラブ発足

●町章制定

●佐倉市酒々井町合同塵芥焼却場完成

●第１回町民文化祭開催

●町営水道が通水開始

●印旛沼流域下水道事業認可

●町の木「梅」制定

●市街化・市街化調整区域の決定（線引き）

●町立中央保育園開園

●第１次総合計画策定

▼

昭

和

舗装化された国道 51号の大崎坂下付近

（昭和 38年頃）

ボンネット型の路線バス

中川の渡船（昭和 40 年頃）

戦
時
中
の
託
児
所
・
経
胤
寺

（
昭
和

年
頃
）

18

５

酒々井麻賀多神社の祭り

（昭和 21 年）



４７年

４９年

５３年

５４年

５５年

５７年

５８年

５９年

６０年

▼

昭

和

●現役場庁舎「中央台４丁目」に完成

●東関東自動車道開通

●町公共下水道供用開始

●東酒々井団地入居開始

●酒々井ちびっこ天国開園

（平成 29年７月から休園）

●町制施行 85周年記念式典開催、町民憲章

制定

●佐倉市外二町消防組合酒々井分署完成

●中央台団地入居開始

●印旛沼干拓事業完成

●酒々井中学校「尾上」に新築移転

●私立東京学館高等学校開校

●町制施行 90周年記念式典開催、町民歌・

しすい音頭発表

●国道２９６号バイパス開通

●町国保診療所廃止

●第２次総合計画策定

●中央公民館完成

●総合公園テニスコート完成

●隣保館完成

●大室台小学校開校

●国道 51号バイパス開通

●町立岩橋保育園開園

●学校給食センター完成

●保健センター完成

●町制施行 95周年記念式典開催、トータル

エンブレム、シンボル・カラー制定

●町行政改革大綱制定

●酒々井中学校特別教室棟完成

現ＪＡ成田市酒々井支所

にあった旧役場庁舎

松並木が残る旧国道 51 号（昭和 50 年頃）

昭和 56年２月松喰虫被害で枯死、伐採する

現役場庁舎完成

（昭和 47 年）

工事中の国道 51号バイパス

（昭和 55年）

国道 51 号バイパス開通（昭和 57 年）

平成 18 年には４車線化されました

ちびっこ天国開園（昭和 49年）

※平成 29 年７月から休園

役場屋上から見た、造成中の

中央台団地（昭和 50 年頃）

ＪＲ酒々井駅周辺には、中高層の

マンションも見られる現在の中央台団地

尾上に新築移転した、現酒々井中学校（昭和 54 年）

東酒々井の東端、尾上に大室台小学校開校（昭和 58 年）

現酒々井小学校の敷地にあった

旧酒々井中学校

６



▼

昭

和

６１年

６２年

６３年

元年

２年

４年

５年

６年

７年

●酒々井中学校柔道・剣道場・技術棟完成

●第３次総合計画策定

●酒々井リサイクル文化センター完成

●生涯生活センター完成

●酒々井コミュニティプラザ完成

●ＪＲ酒々井駅西口広場完成

●総合公園野球場完成

●酒々井小学校普通・特別棟完成

●町制施行１００周年記念式典開催、

町の花「水仙」制定、道路の愛称決定、

下水道マンホール鉄蓋デザイン決定

●ＪＲ酒々井駅橋上駅舎完成

●酒々井小学校管理棟完成

●酒々井小学校グラウンド整備完成

●酒々井中学校特別教室棟増築

●町の木「梅」・町の花「水仙」のイメージ

マークをデザイン化

●しすい・ハーブガーデン開園

●京成酒々井駅東口広場完成

●酒々井小学校大規模改修工事完成

●ＪＲ酒々井駅東口交通広場完成

●尾上浄水場完成

●マイロード事業完成

●防災行政無線が稼働

●ＪＲ酒々井駅に一部快速が停車

●第６回独立独歩の町サミット開催

●京成酒々井駅橋上駅舎完成・西口駅前

広場完成

●老人保健福祉計画策定

●町制施行１０５周年記念式典開催、

町の鳥「メジロ」制定

●京成酒々井駅東口駐輪場開設

▼

平

成

酒々井リサイクル文化センター完成

（昭和 62 年）

隣接する酒々井リサイクル文化セ

ンターの余熱を活用した、お風呂を

備えた酒々井コミュニティプラザ

完成（昭和 62 年）

総合公園野球場完成（昭和 63 年）

デザイン化された

下水道マンホール

（平成元年）

町制施行 100 周年記念事業・時代まつり

（平成元年）

しすい・ハーブガーデン開園（平成４年）

現ＪＲ酒々井駅舎完成

（平成元年）

現京成酒々井駅舎完成

（平成６年）

旧京成酒々井駅
７



８年

９年

１０年

１１年

１２年

１３年

１４年

１５年

１６年

１７年

１８年

１９年

２０年

２１年

２２年

２３年

▼

平

成

●第５回全国ハーブサミット開催

●第４次総合計画策定

●佐倉市、四街道市、酒々井町

葬祭組合さくら斎場完成

●ＪＲ酒々井駅15両編成の快速列車が停車

●本佐倉城跡が国指定史跡に指定

●町のホームページを開設

●町制施行１１０周年記念事業を実施

●中川踏切の歩道設置工事が完成

●東酒々井第一土地区画整理組合造成地

（ふじき野）入居開始

●ＪＲ酒々井駅に快速列車が全便停車

●字の変更により「ふじき野」が誕生

●健康ビジョン策定

●ケーブルテレビ放送開始

●酒々井パーキングエリア上下線拡張・

新設施設開設

●プリミエール酒々井開設

●国幹会議で（仮称）酒々井ＩＣ設置決定

●「しすいふれ愛タクシー」運行開始

●（仮称）酒々井ＩＣの施行命令が出される

●佐倉市との合併の是非を問う住民投票

実施・自立の道を選択

●町民相談室を設置「町長への手紙」を開始

●国道 51号バイパス４車線化工事完了

●「酒々井ちびっこ天国」町が譲り受け指定

管理者制度で運営（平成 29年 7月から休

園）

●「酒々井観光ナビゲーションシステム」

スタート

●酒々井小学校創立１００周年

●駅前交流センター開設

●酒々井南部土地区画整理事業認可

●町制施行１２０周年記念事業実施

●酒々井小学校体育館完成

●駅のエレベーター設置工事完了

●小中学校耐震化工事完了

●地震ハザードマップ作成

●60 歳を迎えた方々を対象に「盛年式」を

開催

新たな街区ふじき野が誕生

（平成 13 年）

15 両編成の列車が停車できるようホーム

が延伸され、ＪＲ酒々井駅に快速列車が

全便停車となる（平成 13 年 12 月）

文化ホールと図書館を兼ね備えた生涯学習複合施設

「プリミエール酒々井」オープン（平成 15 年９月）

「しすいふれ愛タクシー」運行開始

（平成 16 年３月）

関東圏では初めて自宅から目的地ま

で送迎するデマンド交通システムを

導入

文化庁主唱歴史ウォ

ーキング「歩き・み・

ふれる歴史の道 in

酒々井」に併せ、酒々

井観光ナビゲーショ

ンシステムを設置

（平成 19 年 10 月）

酒々井小学校「創立 100 周年記念

式典」をプリミエール酒々井文化

ホールで開催（平成 21 年２月）

旧体育館を取り壊し建て替えられた

酒々井小学校体育館

（平成 22 年３月）

町制施行 120 周年記念式典をプリミエール

酒々井文化ホールで開催（平成 21 年７月）

ビートルズのナンバーで幕開け

「盛年式」でのオープニングセレモニー

（平成 23 年 12 月）

８



▼

平

成

２４年

２５年

２６年

２７年

２８年

２９年

３０年

元年

２年

３年

４年

６年

●第５次総合計画策定

●町マスコットキャラクターが

「井戸っこ（しすいちゃん）」に決定

●酒々井南部地区新産業団地飯積まちびらき

●酒々井インターチェンジ開通

●町制施行１２５周年

●町勢要覧・くらしの便利帳発行

（官民協働事業）

●酒々井町人口ビジョン策定

●酒々井町まち・ひと・しごと

第１期総合戦略策定

●役場分庁舎完成

●酒々井・千葉氏まつり開催

●本佐倉城「続日本１００名城」に選定

●酒々井町防犯ボックス開設

●酒々井町子育て支援センター あいあい

開設

●町制施行１３０周年

●町政便覧・くらしの便利帳発行

（官民協働事業）

●まるごとしすい開設

●墨古沢遺跡が国史跡に指定

●酒々井町民憲章一部改正

●プリミエール酒々井増築部分完成

●国史跡本佐倉城跡案内所開設

●下宿ベース開設

●酒々井中学校テニスコート完成

●中川水防活動拠点完成

●第６次総合計画策定

●第２期総合戦略策定

●げんき館開設

●莇吉五郎家が国登録有形文化財に登録

●町制施行１３５周年

▼

令

和
まるごとしすいオープニングセレモニー（令和元年 10 月）

墨古沢遺跡が国史跡に指定（令和元年 10月）

莇吉五郎家の外観（令和４年 10 月）
酒々井中学校テニスコートの落成式

（令和３年４月）

国史跡本佐倉城跡案内所の開所式（令和３年１月）

Ｊ
Ｒ
酒
々
井
駅
東
口
に
あ
る
駅
前
交
流
セ

ン
タ
ー
に
増
築
さ
れ
た
防
犯
ボ
ッ
ク
ス
の

開
所
式
（
平
成

年
５
月
）

29

子
育
て
支
援
施
設

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
い
あ
い
」
開
所
式

（
平
成

年
６
月
）

30

※
現
在
は
発
掘
調
査
が
完
了
し

埋
め
戻
さ
れ
て
い
ま
す

９



墨
古
沢
遺
跡
は
石
器
製
作
跡
で
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
が
多
数
集
ま
り
、
大
き
く
円
を

描
い
て
分
布
す
る
「
環
状
ブ
ロ
ッ
ク
群
」
と
呼
ば
れ
る
、
約
３
万
４
千
年
前
の
後

期
旧
石
器
時
代
の
環
状
集
落
の
遺
跡
で
す
。
日
本
最
大
級
の
規
模
（

ｍ×

70

60

ｍ
）
を
誇
り
、
保
存
状
況
も
良
好
な
こ
と
か
ら
、
令
和
元
年

月

日
に
国
史
跡

10

16

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

環
状
ブ
ロ
ッ
ク
群
の
史
跡
と
し
て
は
全
国
初
の
も
の
で
あ
り
、
旧
石
器
時
代
の

人
々
の
生
活
や
活
動
を
知
る
上
で
極
め
て
重
要
な
遺
跡
で
す
。

な
お
、
発
掘
調
査
は
終
了
し
て
埋
め
戻
さ
れ
て
お
り
、
遺
跡
の
様
子
を
現
地
で

見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
発
掘
で
出
土
し
た
石
器
な
ど
を
酒
々
井
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

酒
々
井
町
の
長
い
歴
史
の
中
で
も
脚
光
を
浴
び
た
の
は
、
千
葉
氏
の
本
佐
倉
城

時
代
で
し
た
。
本
佐
倉
城
は
下
総
守
護
千
葉
氏
が
文
明
年
間
（
１
４
６
９
～
１
４

８
６
年
）
に
築
城
し
、
天
正

(

１
５
９
０)

年
に
豊
臣
秀
吉
に
滅
ぼ
さ
れ
る
ま
で
、

18

１
０
０
年
余
も
下
総
国
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

城
跡
の
規
模
は

万
平
方
メ
ー
ト
ル
に
も
お
よ
び
、
現
在
で
も
土
塁
や
空
掘
な

35

ど
が
ほ
ぼ
完
全
な
姿
で
残
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
平
成

年
９
月

10

に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
令
和
３
年
１
月
に
は
、「
国
史
跡
本
佐
倉
城
跡
案
内
所
」
を
開
所
し
ま

し
た
。
施
設
に
は
本
佐
倉
城
跡
と
千
葉
氏
の
歴
史
解
説
パ
ネ
ル
や
発
掘
調
査
で
出

土
し
た
遺
物
な
ど
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ある孝行息子が見つけた井戸から酒がでてきたことが、酒々井

の地名の起源といわれています。

平成 19 年度には、地域の有志の方々が、酒の井の碑周辺を整

備し、素敵な憩いの場へと生まれ変わりました。酒の井の碑は、

下宿の円福院の境内にあります。

上岩橋の獅子舞は、江戸時代から

五穀豊穣を祈願して、４月の第１日曜

日に獅子舞を区の鎮守、菊賀、駒形、

大鷲神社に奉納しています。昭和 46

年に、町の指定文化財となりました。

馬橋の獅子舞は、江戸時代より

伝承されており、毎年７月の第３

土曜日に区内の香取神社に奉納

しています。昭和 52 年に、町の指

定文化財となりました。

墨の獅子舞は、享

保 19(1734)年に区の

鎮守六所神社を新築

したときに奉納した

のが始まりで、毎年

７月の第３日曜日に

奉納しています。昭

和 42 年に、県の無形

民俗文化財に指定さ

れました。

国史跡本佐倉城跡案内所環状集落のイメージ

国
史
跡
墨
古
沢
遺
跡

獅 子 舞

酒の井の碑

国
史
跡
本
佐
倉
城
跡
・
案
内
所
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ま
る
ご
と
し
す
い
で
は
、
町
内
で

採
れ
た
新
鮮
野
菜
や
町
の
特
産
品

な
ど
の
販
売
を
は
じ
め
、
新
た
な

特
産
品
の
開
発
や
観
光
案
内
業

務
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
貸
し
出

し
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

施
設
内
に
は
、
企
業
や
サ
ー
ク

ル
団
体
な
ど
の
会
議
・
講
座
な
ど

の
活
動
の
場
と
し
て
ご
利
用
い
た

だ
け
る
多
目
的
ホ
ー
ル
や
、
団

体
・
個
人
な
ど
で
製
作
し
た
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
ク
ラ
フ
ト
を
展
示
・
販

売
を
し
て
い
ま
す
。

し
す
い
・ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン

ま
る
ご
と
し
す
い

酒
々
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
の

隣
に
あ
る
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
で
は
、

春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

季
節
の
ハ
ー
ブ
が
さ
わ
や
か
に
香

り
、
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

１
８
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷

地
に
「
ミ
ン
ト
」、
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
」

を
は
じ
め
約
１
５
０
種
類
の
ハ
ー

ブ
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
訪
れ
た
人

を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。
ハ
ー
ブ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
ハ
ー

ブ
関
連
商
品
を
取
り
揃
え
て
い
ま

す
。

（
月
曜
、
冬
期
休
業
）

酒
々
井
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り毎

年

月
に
、
町
民
同
士
の

11

交
流
や
絆
を
深
め
る
た
め

「
酒
々
井
町
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
つ
り
で
は
、
町
内
で
生
産

さ
れ
た
農
産
物
の
共
進
会
が

行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
開
催
会

場
と
な
る
中
央
台
公
園
に
設

け
ら
れ
た
、
地
元
の
新
鮮
野

菜
、
無
料
配
布
の
豚
汁
、
卵
の

つ
か
み
取
り
な
ど
の
ブ
ー
ス

は
毎
回
長
蛇
の
列
が
で
き
て

た
い
へ
ん
賑
わ
い
ま
す
。

築

山

酒
々
井
と
中
川
の
境
に
あ

る
通
称
「
築
山
」
か
ら
の
眺
望

は
、
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。

北
に
向
か
う
と
、
印
旛
沼

と
白
い
順
天
堂
大
学
の
キ
ャ

ン
パ
ス
が
見
え
、
晴
れ
た
日

に
は
、
筑
波
山
が
く
っ
き
り

と
見
え
ま
す
。

ま
た
、
山
頂
に
は
、
明
治
天

皇
が
三
里
塚
種
蓄
場
へ
行
幸

の
途
中
、
木
内
常
右
衛
門
邸

に
御
小
休
所
と
し
て
立
ち
寄

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
記
念
碑

が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
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下がり松からの眺望

「
下
が
り
松
」印
旛
沼
眺
望
名
勝
地

「
下
が
り
松
」
は
江
戸
時
代

宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
酒
々

井
宿
の
北
の
は
ず
れ
に
位
置

し
、
印
旛
沼
に
向
か
っ
て
視

界
が
開
け
た
眺
め
の
よ
い
場

所
で
す
。

当
時
は
印
旛
沼
に
浮
か
ぶ

高
瀬
舟
や
漁
師
の
小
舟
、
遠

方
に
は
筑
波
山
ま
で
眺
め
る

こ
と
が
で
き
、
酒
々
井
の
景

勝
地
と
し
て
浮
世
絵
や
紀
行

文
な
ど
に
描
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
景
色
は
い
ま
で
も
眺

め
る
こ
と
が
で
き
、
酒
々
井

町
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な

っ
て
い
ま
す
。

莇吉五郎家（国登録文化財）

莇吉五郎家は幕末の頃建てられた重厚な土蔵造りの

二階建ての商家です。

門や土蔵も現存しており、成田街道酒々井宿の繁栄

を伝える貴重な建築物です。

勝蔵院本堂、不動明王
（町指定文化財）

勝蔵院は元禄１２（１６９９）年に佐倉藩主戸田

能登守忠真が創建した寺院で本堂、仁王門、鐘楼、

庫裏などが備わっていました。不動明王の頭は武田

信玄の像と取り違えたとの逸話や成田不動の姉不

動との逸話があります。

また、歌川豊春の肉筆画が保管されていました。

島田家は慶長４（１５９９）年から江戸幕府の野馬

牧を管理する牧士頭の家柄でした。

現在でも千葉県で唯一、野馬会所で馬を囲っていた

「野馬込」跡が残ります。

明治７（１８７４）年に野馬牧関連の仕事を終える

と商人となります。本家の島田長右衛門家は綿織物を

扱い分家の島田政五郎家は油製造を営むこととなり

ます。

この建物は明治８年頃に建てられた店舗兼住宅で

あり、現在でも旧状を保っている貴重な建築物です。

島田本家分家（町登録文化財）

島田長右衛門家（島田本家） 島田政五郎家（島田分家）

千葉県博覧図 明治 24（1891）年
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千
葉
県
古
木
五
〇
選
に
も
選
ば
れ
た
、
目
通
り

周
囲
４
・
３
ｍ
の
巨
幹
を
誇
り
、
樹
齢
お
よ
そ
７

０
０
年
と
い
わ
れ
る
大
杉
は
、
飯
積
の
伊
豆
神
社

境
内
に
あ
り
ま
す
。

神
社
の
建
設
年
代
・
由
緒
な
ど
は
不
明
で
す

が
、
創
建
当
時
の
植
樹
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
昭
和

年
に
町
の
指
定
文
化
財
と
な
り

46

ま
し
た
。 飯

積
の
大
杉

飯
沼
本
家

馬
橋
の
蔵
元
飯
沼

本
家
は
、「
地
域
に
開

か
れ
た
観
光
酒
蔵
」

と
し
て
、
日
本
酒
の

販
売
や
カ
フ
ェ
も
併

設
す
る
「
き
の
え
ね

ま
が
り
家
」
の
ほ
か
、

酒
と
二
十
四
節
気
料

理
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
る
「
き
の
え
ね

om
oy
a

」
や
、「
酒
蔵
に

泊
ま
り
、
酒
蔵
で
目

覚
め
る
」
と
い
う
特

別
な
体
験
が
で
き
る

「
き
の
え
ね

S
AK
E

CA
MP

」
な
ど
、
様
々
な

楽
し
み
を
提
供
し
て

く
れ
ま
す
。

総
合
公
園

約

ヘ
ク

12

タ
ー
ル
の
公

園
に
は
、
広
い

芝
生
や
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
、
野

球
場
、
球
技
場

な
ど
が
整
備

さ
れ
て
い
ま

す
。春

に
は
、

梅
・
水
仙
・
桜

も
見
ら
れ
、
身

近
な
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス

と
な
っ
て
い

ま
す
。

酒
々
井
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
車
で
１

分
、
酒
々
井
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

そ
ば
に
あ
る
日

帰
り
温
泉
施
設

で
す
。
館
内
は

展

望

露

天

風

呂
、
高
濃
度
炭

酸
泉
風
呂
、
ボ

デ
ィ
ケ
ア
や
食

事
処
な
ど
の
施

設
・
サ
ー
ビ
ス

が
充
実
し
て
い

ま
す
。

印
旛
沼
は
釣
り
や
野
鳥

観
察
の
メ
ッ
カ
。
鮒
や
鯉

を
ね
ら
う
人
々
で
賑
わ

い
ま
す
。

県
立
印
旛
手
賀
自
然

公
園
で
あ
る
水
辺
で
は

ハ
イ
キ
ン
グ
も
楽
し
め
、

首
都
圏
で
は
数
少
な
い

「
水
辺
の
園
」
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
京
成

酒
々
井
駅
か
ら
徒
歩
10

分
以
内
で
行
け
ま
す
。

店
舗
が
揃
う

国
際
色
豊
か

な
ア
ウ
ト
レ

ッ
ト
モ
ー
ル

で
、
海
外
か

ら
も
多
く
の

方
々
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

毎

年

月

11

か
ら
は
ク
リ

ス
マ
ス
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
点
灯
さ

れ
ま
す
。

令
和
５
年
春
、
酒
々
井
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
が
、
開
業

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

10

国
内
外
の
著
名
ブ
ラ
ン
ド
品
が
約
２
２
０

新堀

柏木（２組）

根古谷

上岩橋

尾上

中川

下岩橋（２組）

双体道祖神

双体道祖神は長野・山梨・静岡・

神奈川・群馬の五県を中心に見ら

れ、他にはあまり類例が見られない

というのが定説ですが、この酒々井

町にはなぜか双体道祖神が９組見

られます。町にこのように多く見ら

れるのか、その信仰経路などについ

ては不明で、いまだに謎につつまれ

ています。

印
旛
沼
中
央
低
地
排
水
路

酒
々
井
プ
レ
ミ
ア
ム
・

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

酒
々
井
温
泉

湯
楽
の
里
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行 政 組 織 図

副町長

税
務
住
民
課

企
画
財
政
課

総

務

課

政

策

秘

書

室
▼
重
要
政
策
の
総
合
調
整
、
政
策
立
案
等
の
調
整
、
議
会
と
の
連
絡
調
整
、
各
課
間
の
連
絡
調
整
、
秘
書
、
情
報
収
集
管
理
、
庁
議
、

円
卓
会
議
、
栄
典
・
自
治
功
労
者
表
彰

総

務

班
▼
人
事
、
給
与
、
服
務
、
福
利
厚
生

行

政

班
▼
文
書
、
例
規
、
行
政
改
革
、
情
報
公
開
制
度
、
個
人
情
報
保
護
制
度
、
行
政
区
域
、
選
挙
、
監
査

情

報

推

進

班
▼
情
報
化
の
推
進
、
情
報
化
施
策
の
総
合
調
整

情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運
用
管
理
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理

企
画
・
地
方
創
生
推
進
室

▼
総
合
計
画
、
重
要
施
策
の
企
画
立
案
、
特
命
事
項
の
調
査
・
推
進
管
理
、
地
方
創
生
推
進
、
広
域
行
政
、

鉄
道
・
バ
ス
等
の
公
共
輸
送
、
非
核
・
平
和
都
市
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
空
き
家
バ
ン
ク

施
設
総
合
管
理
室
▼
公
有
財
産
の
総
括
、
普
通
財
産
の
管
理
、
庁
舎
の
改
修
、
町
有
施
設
の
工
事
等
の
支
援

広

報

広

聴

班
▼
広
報
紙
・
町
政
便
覧
・
そ
の
他
広
報
刊
行
物
の
編
集
発
行
、
行
政
相
談
、
各
種
統
計
調
査
、
町
公
式
Ｘ(

旧
ツ
イ
ッ
タ
ー)

・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

等
の
運
用

財

政

班
▼
財
政
計
画
、
予
算
・
決
算
、
地
方
交
付
税
、
地
方
譲
与
税
、
町
債
、
指
定
金
融
機
関
と
の
調
整

管

財

班
▼
庁
舎
・
庁
用
自
動
車
の
管
理
、
町
バ
ス
の
運
行
管
理
、
入
札
契
約

く

ら

し

安
全
協
働
課

健
康
福
祉
課

住

民

税

班
▼
町
民
税
、
軽
自
動
車
税
、
町
た
ば
こ
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
・
賦
課

資

産

税

班
▼
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
賦
課
、
固
定
資
産
の
調
査
・
評
価
、
固
定
資
産
課
税
資
料
整
備

収

税

班
▼
町
税
の
収
納
・
督
促
・
催
告
、
納
税
相
談
、
滞
納
処
分

住

民

班
▼
戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
、
印
鑑
登
録
、
埋
火
葬
許
可
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
・
更
新
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
交
付

町

民

相

談

室
▼
町
へ
の
意
見
や
要
望
の
受
付
・
連
絡
調
整

人

権

推

進

室

▼
人
権
意
識
の
普
及
啓
発
、
Ｄ
Ｖ
相
談
、
子
ど
も
家
庭
相
談
、
要
保
護
児
童
対
策
、
人
権
相
談
、
人
権
・
同
和
問
題
の
啓
発
・
推
進
、
人
権
擁
護
委
員

福

祉

班
▼
高
齢
者
福
祉
の
推
進
、
障
が
い
者(

児)

の
推
進
、
ひ
と
り
親
福
祉
の
推
進
、
生
活
困
窮
者
の
支
援
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
活
動
支
援

介

護

保

険

班
▼
介
護
保
険
の
認
定
、
介
護
保
険
被
保
険
者
資
格
管
理
、
介
護
保
険
の
給
付
、
介
護
保
険
料
の
賦
課
徴
収
、
げ
ん
き
館
の
運
営
管
理

国

保

年

金

班
▼
国
民
健
康
保
険
資
格
得
喪
・
給
付
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
申
請
受
付
・
保
険
料
の
徴
収
、

国
民
年
金
資
格
得
喪
、
給
付
裁
定
請
求
書
受
付
、
年
金
相
談
、
保
健
事
業

地

域

保

健

班
▼
母
子
保
健
、
食
育
推
進
、
健
康
相
談
、
健
康
教
育
、
保
健
指
導
、
健
康
増
進
事
業
、
予
防
接
種

健
康
づ
く
り
推
進
班
▼
健
康
づ
く
り
の
推
進
、
介
護
予
防
事
業
、
歯
科
口
腔
保
健
、
献
血
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
施
設
管
理

隣

保

館
▼
相
談
・
啓
発
事
業
、
地
域
交
流
事
業
、
施
設
管
理

会
計
管
理
者

会

計

室
▼
公
金
・
有
価
証
券
等
の
出
納
・
保
管
、
現
金
・
財
産
の
記
録
・
管
理
、
決
算
の
調
製

町 長

危

機

管

理

室
▼
交
通
安
全
、
防
犯
、
防
災
、
消
防

活

動

推

進

班
▼
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
住
民
公
益
活
動
の
推
進
、
男
女
共
同
参
画
、
地
区
集
会
所
の
運
営
支
援
、
下
宿
ベ
ー
ス
の
運
営
管
理

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
支
援
、
自
治
会
へ
の
支
援

機

動

班
▼
公
園
愛
護
活
動
の
支
援
、
公
共
施
設
の
美
化
支
援
、
各
課
等
の
業
務
支
援

文
化
観
光
課

文
化
観
光
振
興
班
▼
歴
史
文
化
資
産
の
活
用
、
観
光
振
興
、
ま
る
ご
と
し
す
い
、
酒
々
井
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、

し
す
い
・
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
の
管
理
運
営
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管

理

班
▼
学
校
給
食
の
栄
養
管
理
、
献
立
の
作
成
、
衛
生
管
理
・
調
理
指
導
、
食
育
推
進
、
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理
、
学
校
給
食
費
の
徴
収
管
理

維

持

管

理

班
▼
道
路
の
維
持
管
理
、
交
通
安
全
施
設
の
設
置
・
補
修
、
道
路
の
認
定
・
廃
止
・
境
界
、
赤
道
・
青
道
の
管
理
、

維

持

管

理

班
▼
道
路
の
占
用
・
使
用
許
可
、
道
路
台
帳
、
防
犯
街
灯
、
駐
輪
場
等
の
維
持
管
理
、
都
市
公
園
・
総
合
公
園
の
占
用
・
使
用
許
可

計

画

整

備

班
▼
都
市
計
画
・
土
地
利
用
、
屋
外
広
告
物
、
地
区
計
画
、
開
発
行
為
、
建
築
確
認
、
耐
震
化
の
促
進
、
空
家
対
策
、
都
市
景
観
、

計

画

整

備

班
▼
土
地
区
画
整
理
事
業
、
道
路
の
計
画
・
整
備
、
橋
り
ょ
う
整
備
、
国
・
県
道
整
備
促
進

庶

務

班
▼
教
育
委
員
会
会
議
、
人
事
、
学
校
施
設
の
維
持
管
理
・
整
備
、
総
合
教
育
会
議

子
育
て
支
援
班
▼
児
童
手
当
、
子
育
て
支
援
事
業
、
認
定
こ
ど
も
園
事
業
、
児
童
遊
園
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
、
利
用
者
支
援
事
業
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業

保

育

園
▼
中
央
保
育
園
・
岩
橋
保
育
園

農

政

振

興

班
▼
農
業
振
興
施
策
の
推
進
、
農
業
振
興
地
域
整
備
、
生
涯
生
活
セ
ン
タ
ー
、
狩
猟
・
鳥
獣
保
護
、
森
林
保
護

商

工

振

興

班
▼
商
工
業
の
振
興
、
商
工
業
団
体
、
商
工
制
度
金
融
、
労
政
、
消
費
生
活
、
地
域
の
振
興
、
企
業
誘
致
、
ち
び
っ
こ
天
国

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
の
管
理
運
営

業

務

班
▼
上
下
水
道
財
政
計
画
、
上
下
水
道
事
業
の
運
営
、
上
下
水
道
事
業
会
計
、
上
下
水
道
料
金
、
広
域
水
道
、

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店

工

務

班
▼
施
設
の
改
良
工
事
、
施
設
の
維
持
管
理
、
水
質
、
給
水
装
置
、
水
道
指
定
工
事
店
、
水
需
要
計
画
、
水
道
建
設
計
画
・
調
査
、

工

務

班
▼
水
道
施
設
の
建
設
、
公
共
下
水
道
の
計
画
・
整
備
・
調
査
・
認
可
、
水
洗
化
の
普
及
促
進

ま
ち
づ
く
り
課

環

境

対

策

室
▼
一
般
廃
棄
物
処
理
、
不
法
投
棄
対
策
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
、
食
品
衛
生
、
公
害
防
止
対
策
、
残
土
等
の
埋
立
て
事
業
の
許
可
・
指
導
、

狂
犬
病
予
防
、
空
き
地
の
雑
草
除
去
指
導
、
生
活
排
水
対
策
、
墓
地
等
経
営
許
可
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

学
校
の
設
置
・
廃
止
、
学
校
の
組
織
編
成
・
学
級
編
制
、
教
職
員
の
人
事
・
服
務
、
教
育
課
程
、
児
童
生
徒
の
就
学
・
転
退
学
、

学
習
指
導
・
生
徒
指
導
、
通
学
区
域
、
学
校
保
健
、
学
校
安
全
、
教
育
相
談
、
適
応
指
導
教
室
の
運
営

社

会

教

育

班
▼
生
涯
学
習
の
推
進
、
青
少
年
教
育
、
成
人
教
育
、
社
会
人
権
教
育
、
家
庭
教
育
、
同
和
対
策
集
会
所
の
管
理
運
営
、
芸
術
文
化
活
動

地
域
学
校
協
働
活
動
の
推
進

文

化

財

班
▼
文
化
財
審
議
会
、
文
化
財
の
保
護
・
管
理
、
文
化
財
の
指
定
・
活
用
、
文
化
財
施
設
の
整
備
・
管
理
、
埋
蔵
文
化
財
、

文
化
財
保
護
団
体
の
育
成
、
国
史
跡
本
佐
倉
城
跡
案
内
所

ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
▼
社
会
体
育
の
振
興
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
計
画
・
運
営
、
体
育
団
体
の
育
成
、
体
育
施
設
の
整
備
・
管
理
、
学
校
体
育
施
設
開
放

酒
々
井
小
学
校
、
大
室
台
小
学
校
、
酒
々
井
中
学
校

公

民

館

班
▼
定
期
講
座
等
の
開
設
、
各
種
団
体
の
支
援
・
育
成
、
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理

学
校
教
育
課

生
涯
学
習
課

事務局教育機関

教 育 長

教育委員会

学

校

教

育

班
▼

管

理

班
▼
文
化
ホ
ー
ル
の
運
営
、
関
係
団
体
と
の
連
絡
調
整
、
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理

図

書

班
▼
図
書
館
の
運
営
、
図
書
館
資
料
の
選
択
・
収
集
・
受
入
・
利
用
、
図
書
館
資
料
に
関
す
る
相
談
・
情
報
、
図
書
館
関
係
団
体
と
の
連
絡
調
整

教育次長
長

経
済
環
境
課

こ

ど

も

課

上
下
水
道
課
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総

務

課

①
職
員
の
人
事
給
与
等
の
管
理
・
福
利
厚
生

②
選
挙
の
執
行
・
管
理

③
決
算
監
査
・
定
期
監
査
の
実
施

④
行
政
改
革
の
推
進

⑤
情
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用
管
理

企

画

財

政

課

①
第
６
次
総
合
計
画
の
推
進
（
基
本
計
画
・
実
施
計

画
の
進
行
管
理
）

②
重
要
施
策
の
推
進

③
地
方
創
生
推
進

④
広
報
紙
・
町
政
便
覧
等
の
編
集
発
行

⑤
各
種
統
計
調
査
の
実
施

⑥
町
公
式
Ｘ(

旧
ツ
イ
ッ
タ
ー)

・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の
運

用
⑦
行
政
相
談
の
実
施

⑧
財
政
計
画
の
策
定

⑨
予
算
・
決
算
の
調
整

⑩
地
方
交
付
税
の
算
定

⑪
町
債
の
借
入

⑫
町
有
財
産
の
管
理

⑬
契
約
内
容
の
審
査

⑭
庁
舎
・
庁
用
自
動
車
の
管
理

税

務

住

民

課

①
町
税
の
賦
課
・
徴
収

②
滞
納
整
理

③
住
民
票
等
各
種
証
明
書
発
行

④
戸
籍
届
け
出
の
受
理

⑤
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
・
更
新

⑥
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
交
付

⑦
町
へ
の
意
見
や
要
望
の
受
付
・
連
絡
調
整

く
ら
し
安
全
協
働
課

①
防
災
対
策

②
交
通
安
全
運
動
、
防
犯
運
動
の
推
進

③
消
防
団
活
動
の
推
進

④
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

⑤
住
民
公
益
活
動
の
推
進

⑥
男
女
共
同
参
画
の
推
進

⑦
地
区
集
会
所
の
運
営
支
援

⑧
下
宿
ベ
ー
ス
の
運
営
管
理

⑨
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
支
援

⑩
自
治
会
へ
の
支
援

⑪
公
園
愛
護
活
動
の
支
援

⑫
公
共
施
設
の
美
化
支
援

⑬
各
課
等
の
業
務
支
援

健

康

福

祉

課

①
人
権
意
識
の
普
及
啓
発

②
児
童
・
Ｄ
Ｖ
相
談
の
実
施

③
子
ど
も
家
庭
相
談
の
実
施

④
人
権
相
談
の
実
施

⑤
人
権
・
同
和
問
題
の
啓
発
・
推
進

⑥
高
齢
者
福
祉
の
推
進

⑦
障
が
い
者
（
児
）
福
祉
の
推
進

⑧
ひ
と
り
親
福
祉
の
推
進

⑨
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援

⑩
民
生
委
員
児
童
委
員
の
活
動
支
援

⑪
介
護
保
険
事
業
の
推
進

⑫
国
民
健
康
保
険
事
業
の
充
実

⑬
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事
業
の
充
実

⑭
国
民
年
金
制
度
の
普
及
・
促
進
（
相
談
業
務
の
充
実
）

⑮
健
康
づ
く
り
の
推
進

⑯
健
康
増
進
事
業
の
推
進

⑰
母
子
保
健
事
業
の
推
進

⑱
予
防
接
種
事
業
の
推
進

⑲
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進

⑳
介
護
予
防
事
業
の
推
進

㉑
隣
保
館
・
げ
ん
き
館
の
運
営
管
理

文

化

観

光

課

①
歴
史
文
化
資
産
の
活
用

②
地
域
観
光
資
源
の
活
用
推
進

③
ま
る
ご
と
し
す
い
運
営
管
理

④
酒
々
井
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
運
営

管
理

⑤
し
す
い
・
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
の
運
営
管
理

経

済

環

境

課

①
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
推
進
（
優
良
農
地
の

保
全
・
整
備
）

②
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
対
策
事
業
の
推
進

③
経
営
所
得
安
定
対
策
等

④
植
物
防
疫
事
業
の
推
進

⑤
農
業
生
産
組
織
の
育
成
・
強
化

⑥
生
涯
生
活
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理

⑦
狩
猟
・
鳥
獣
保
護

⑧
森
林
保
護

⑨
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
開
催

⑩
南
部
地
区
新
産
業
団
地
・
墨
工
業
団
地
へ
の
優
良

企
業
の
誘
致

⑪
商
業
活
性
化
事
業
の
推
進

⑫
地
域
産
業
・
中
小
企
業
の
振
興

⑬
商
工
業
団
体
に
対
す
る
支
援

⑭
消
費
者
行
政
の
推
進

⑮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
の
運
営
管
理

⑯
酒
々
井
ち
び
っ
こ
天
国
の
管
理

⑰
ご
み
減
量
化
と
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

⑱
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
と
環
境
美
化
の
啓
発

⑲
生
ご
み
処
理
機
補
助
制
度

⑳
不
法
投
棄
等
監
視
員
制
度
に
よ
る
不
法
投
棄
の
監
視

㉑
生
活
排
水
対
策
に
係
る
浄
化
槽
普
及
事
業

㉒
印
旛
沼
水
質
浄
化
対
策
の
推
進

㉓
畜
犬
登
録
、
狂
犬
病
の
予
防

㉔
あ
き
地
に
繁
茂
し
た
雑
草
等
の
除
去
指
導

㉕
衛
生
事
業
の
充
実

㉖
残
土
条
例
に
基
づ
く
許
可
・
指
導

㉗
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
推
進

㉘
住
宅
用
設
備
等
脱
炭
素
化
促
進
事
業

㉙
墓
地
等
の
経
営
の
許
可
等
に
関
す
る
条
例
に
基
づ

く
許
可
・
指
導

令
和
６
年
度

各
課
等
の
主
な
業
務

毎年小学校で行われる

交通安全教室
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ま

ち

づ

く

り

課

①
都
市
計
画
に
関
す
る
計
画
立
案

②
都
市
計
画
の
決
定
・
変
更

③
宅
地
開
発
・
建
築
な
ど
に
関
す
る
指
導

④
木
造
住
宅
耐
震
診
断
費
・
耐
震
改
修
工
事
費
補
助

金
交
付
事
業
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
等
整
備
費
補
助

金
交
付
事
業
、
危
険
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
安
全
対
策
事
業
、
家
具
転
倒
防
止
等
購
入
費
助

成
事
業

⑤
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
交
付
事
業

⑥
空
家
対
策
事
業

⑦
土
地
区
画
整
理
事
業
等
に
関
す
る
指
導
、
調
整

⑧
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地
取
引
届
出
の
受
理

⑨
屋
外
広
告
物
の
許
可

⑩
都
市
景
観
整
備

⑪
国
・
県
道
整
備
促
進

⑫
幹
線
道
路
、
生
活
道
路
整
備
事
業

⑬
都
市
公
園
、
都
市
計
画
道
路
整
備
事
業

⑭
総
合
公
園
、
街
区
公
園
、
都
市
緑
地
等
公
園
の
維

持
管
理

⑮
道
路
施
設
の
管
理

⑯
河
川
、
排
水
路
、
道
路
、
橋
り
ょ
う
の
維
持
管
理

⑰
道
路
用
地
の
未
登
記
処
理

⑱
交
通
安
全
施
設
の
整
備

⑲
防
犯
街
灯
の
管
理
・
整
備

⑳
自
転
車
等
駐
車
場
の
維
持
管
理

上

下

水

道

課

①
清
浄
な
供
給
水
の
保
持

②
配
水
管
等
の
整
備

③
水
道
施
設
の
管
理

④
下
水
道
管
整
備

⑤
下
水
道
施
設
の
維
持
管
理

⑥
処
理
区
域
内
の
水
洗
化
促
進

⑦
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
「
酒
々
井
の
水
」
製
造
・
販
売

会
計
室

①
公
金
・
有
価
証
券
等
の
出
納
と
保
管

②
現
金
・
財
産
の
記
録
と
管
理

③
決
算
の
調
製

④
町
税
や
県
税
の
納
付
受
付
け

⑤
千
葉
県
収
入
証
紙
の
販
売

議
会
事
務
局

①
定
例
会
・
臨
時
会
の
運
営

②
常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会
の
運
営

③
会
議
録
の
調
整
・
管
理

④
議
会
報
の
編
集
発
行

農
業
委
員
会
事
務
局

①
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
（
担
い
手
へ
の
農
地

利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・

解
消
）

②
農
地
の
売
買
、
貸
借
、
転
用
等
の
調
整
・
管
理

③
総
会
の
運
営

④
旧
自
創
法
未
登
記
処
理

⑤
農
業
者
年
金
加
入
促
進

【
教
育
委
員
会
】

こ
ど
も
課

①
学
校
施
設
の
維
持
管
理
・
整
備

②
教
育
委
員
の
人
事
・
会
議
の
実
施

③
幼
児
教
育
・
保
育
の
支
援

④
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
充
実

⑤
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
実
施

⑥
子
育
て
支
援
の
充
実

⑦
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
の
推
進

⑧
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
の

推
進

⑨
利
用
者
支
援
事
業
の
推
進

⑩
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
い
あ
い
の
運
営
管
理
・

施
設
整
備
管
理

⑪
中
央
保
育
園
・
岩
橋
保
育
園
の
運
営
管
理

学
校
教
育
課

①
教
職
員
の
資
質
や
指
導
力
の
向
上

②
教
育
の
条
件
整
備

③
人
権
教
育
の
推
進

④
酒
々
井
小
学
校
・
大
室
台
小
学
校
・
酒
々
井
中
学

校
の
運
営
支
援

生
涯
学
習
課

①
生
涯
学
習
の
推
進

②
社
会
教
育
関
係
団
体
の
育
成

③
青
少
年
の
健
全
な
育
成
と
家
庭
教
育
の
充
実

④
地
域
学
校
協
働
活
動
の
推
進

⑤
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

⑥
人
権
教
育
の
推
進

⑦
文
化
遺
産
の
継
承
・
保
存
・
活
用

⑧
国
史
跡
本
佐
倉
城
跡
案
内
所
の
運
営
管
理

中
央
公
民
館

①
公
民
館
の
運
営
管
理

②
主
催
講
座
等
の
充
実

③
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

①
学
校
給
食
の
充
実

②
衛
生
管
理
・
調
理
指
導
の
実
施

③
食
育
の
推
進

④
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理

プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井

①
文
化
ホ
ー
ル
の
運
営
管
理

②
図
書
館
の
運
営
管
理

③
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理
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各種委員など

■町議会議員 議長 髙﨑長雄・副議長 酒瀨川芳子【◎：委員長 ○：副委員長（定数１６人 現員１６人）】

（令和６年７月１日現在）

■農業委員会委員 会長 相京文夫・会長職務代理者 京増孝一

（令和６年４月１日現在）

■教育委員会 （令和６年４月１日現在）

議席
番号

氏名 所属常任委員会など 職業 所属政党

１ 小坂 和也 教育民生 石材会社社員 無所属

２ 岡野 義広 教育民生 団体役員 無所属

３ 綿貫 薫 経済建設 無職 無所属

４ 木内 信子 教育民生 無職 無所属

５ 小早稲 美穂 ◎総 務 議会運営 無職 無所属

６ 白井 則邦 ○教育民生 司法書士 立憲民主党

７ 大石 法子 ◎教育民生 議会運営 無職 公明党

８ 酒瀨川 芳子 総 務 ハーブ教室主宰 無所属

９ 金塚 学 経済建設 ◎議会運営 衆議院議員秘書 無所属

１０ 御園生 浩士 総 務 会社経営 無所属

１１ 川島 邦彦 教育民生 ○議会運営 無職 無所属

１２ 齊藤 博 経済建設 無職 無所属

１３ 竹尾 忠雄 ○経済建設 農業 日本共産党

１４ 地福 美枝子 ○総 務 議会運営 無職 日本共産党

１５ 江澤 眞一 ◎経済建設 議会運営 自営 無所属

１６ 髙﨑 長雄 総 務 農業 無所属

番号 氏名 番号 氏名

１ 宮田 早苗 ５ 石渡 潤一

２ 京増 孝一 ６ 相京 文夫

３ 飯田 隆男 ７ 木我 恭子

４ 綿貫 清 ８ 石橋 義弘

番号 職名 氏名

１ 教育長 林 洋子

２ 教育長職務代理者 村重 浩二

３ 委員 大塚 益子

４ 委員 河端 孝順

５ 委員 大宮 綾子

１８



各種委員など

■選挙管理委員会 （令和６年４月１日現在）

■監査委員 （令和６年４月１日現在）

■固定資産評価審査委員会 （令和６年４月１日現在）

各区・自治会
（令和６年４月１日現在）

番号 職名 氏名

１ 委員長 安田 文雄

２ 委員長代理 小林 静江

３ 委員 深山 敏行

４ 委員 鵜澤 登美子

番号 職名 氏名

１ 代表監査委員 門脇 尚樹

２ 委員 川島 邦彦

番号 職名 氏名

１ 委員長 鶴岡 嘉廣

２ 委員長職務代理者 川島 貞夫

３ 委員 櫻井 照嘉

番号 区・自治会名 番号 区・自治会名

１ 酒々井区（酒々井地区） ２０ ヘルシータウン酒々井自治会

２ 酒々井区（上宿地区） ２１ ヒルズガーデン自治会

３ 酒々井区（下宿地区） ２２ 柏木区

４ 酒々井区（新堀地区） ２３ 下岩橋区

５ 酒々井区（下台・横町地区） ２４ 伊篠区

６ 上本佐倉自治会 ２５ 伊篠新田区

７ 上本佐倉一丁目自治会 ２６ 東酒々井県営住宅自治会

８ 本佐倉区 ２７ 東しすい１・３丁目自治会

９ 成城台自治会 ２８ 東しすい２丁目自治会

１０ 馬橋区 ２９ 東しすい４・５丁目自治会

１１ ネオポリス自治会 ３０ 東酒々井６丁目自治会

１２ 墨区 ３１ ふじき野一丁目自治会

１３ 尾上区 ３２ ふじき野二丁目自治会

１４ 飯積区 ３３ ふじき野三丁目自治会

１５ 中川区 ３４ 中央台１丁目自治会

１６ 上岩橋区（上郷自治会） ３５ 中央台二丁目自治会

１７ 上岩橋区（大崎自治会） ３６ 県営酒々井中央台自治会

１８ 上岩橋区（トヶ崎自治会） ３７ 中央台ハイツ自治会

１９ 上岩橋区（大鷲自治会） ３８ 中央台４丁目自治会
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令和６年度予算

一般会計 歳入歳出予算（総額71億9,747万3千円 前年度比7.8％ ）

＜歳入＞

区分 予算額 伸率 構成割合

町税 28億8,165万3千円 △1.5％ 40.0％

地方交付税 12億3,423万6千円 29.4％ 17.2％

国庫支出金 6億5,305万3千円 △0.1％ 9.0％

交付金等 6億2,225万6千円 △12.7％ 8.6％

繰入金 4億7,315万1千円 △2.0％ 6.6％

県支出金 4億2,218万8千円 4.0％ 5.9％

町債 6億7,290万円 115.0％ 9.4％

分担金及び負担金 2,232万7千円 13.2％ 0.3％

使用料及び手数料 4,780万1千円 6.6％ 0.7％

財産収入 785万4千円 26.0％ 0.1％

寄附金 1,600万2千円 △5.9％ 0.2％

繰越金 3,000万円 0.0％ 0.4％

諸収入 1億1,405万2千円 △0.5％ 1.6％

＜歳出＞

区分 予算額 伸率 構成割合

民生費 22億2,204万8千円 5.7％ 30.9％

総務費 9億4,665万7千円 △10.1％ 13.2％

教育費 10億9,958万円 9.7％ 15.3％

衛生費 7億6,089万8千円 25.5％ 10.6％

公債費 5億6,365万円 △1.3％ 7.8％

土木費 7億5,156万9千円 41.9％ 10.4％

消防費 5億5,953万3千円 7.4％ 7.8％

議会費 1億2,035万7千円 △0.1％ 1.7％

農林水産業費 7,343万3千円 2.5％ 1.0％

商工費 8,974万8千円 △2.2％ 1.2％

予備費 1,000万円 0％ 0.1％

各特別会計予算
国民健康保険 21億3,935万4千円 （ △1.1％）

介護保険 16億 287万7千円 （ 8.6％）

後期高齢者医療 4億1,898万3千円 （ 15.1％）

水道事業会計予算
水

道

事

業

収益的収入 5億4,251万9千円 （ 0.1％）

収益的支出 5億1,202万9千円 （ 1.2％）

資本的収入 2億7,261万4千円 （ 77.1％）

資本的支出 4億 682万3千円 （ 48.6％）

下水道事業会計予算
下

水

道

事

業

収益的収入 3 億 8,102 万 4千円 （ 0.7％）

収益的支出 4 億 6,406 万 8千円 （ 4.7％）

資本的収入 8,880万4千円 （△20.7％）

資本的支出 2億 60万5千円 （△25.3％）

令和 6年度歳出のあらまし
１【健康・福祉・子育て】 誰もが健やかに暮らせる、支え合いのまちづくり

・障害者総合支援事業 4億1,715万円 ・中央保育園運営事業 6,173万円

・後期高齢者医療事業 3億4,055万円 ・子ども医療助成事業 6,013万円

・児童手当支給事業 2億1,647万円 ・放課後児童クラブ事業 5,842万円

・保育委託事業 1億9,564万円 ・予防接種事業 5,296万円

・岩橋保育園運営事業 1億4,946万円 ・障害者福祉事業 4,615万円

・保健センター一般事務費 1億4,409万円 ・健康増進事業 3,256万円

・社会福祉一般事務費 7,017万円 ・子ども・子育て支援事業 3,120万円

２０



令和６年度予算

２【教育・文化】 人権と学びが尊重され、豊かな心と歴史・文化が香るまちづくり

・給食事業 1億5,667万円

・教育総務一般事務費 9,861万円

・墨古沢遺跡保存整備事業 7,555万円

・体育施設管理事業 5,015万円

・児童生徒国際交流振興事業 2,449万円

・プリミエール管理事業 2,409万円

３【生活安全】 豊かな日常を守る、安全安心なまちづくり

・佐倉市八街市酒々井町消防組合負担金 5億2,090万円

・防犯街灯事業 2,453万円

・消防施設事業 2,157万円

・防犯ボックス事業 1,253万円

・消防団事業 1,226万円

４【環境共生】 自然と共存し、環境に負荷をかけないまちづくり

・じん芥処理事業 2億2,395万円

・環境保全対策事業 3,318万円

・環境衛生対策事業 2,221万円

・し尿処理事業 1,802万円

・地球温暖化対策推進事業 525万円

５【都市基盤】 便利で快適な、歩いて暮らせるまちづくり

・河川改修事業 2億9,380万円

・社会資本整備総合交付金事業（道路改良事業） 1億1,186万円

・道路維持事業 5,031万円

・社会資本整備総合交付金事業（道路維持事業） 4,800万円

・街区公園管理事業 1,911万円

・駐輪場事業 1,760万円

６【産業・経済】 活力と魅力にあふれ、にぎわいのあるまちづくり

・コミュニティプラザ運営事業 1,676万円

・農業振興管理事業 1,189万円

・まるごとしすい運営事業 900万円

・農業基盤整備事業 691万円

７【地域社会・行財政】 多様な主体との連携により、地域の力で紡ぎだすまちづくり

・賦課徴収事業 7,184万円

・戸籍住民基本台帳一般事務費 5,514万円

・情報化推進事業 4,677万円

・企画一般事務費 3,549万円

・総務一般事務費 3,061万円

・庁舎管理事業 2,481万円
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決 算

【普通会計決算額（歳入）】 資料：地方財政状況調査（単位：千円・％）

【各特別会計決算額】 （単位：千円）

【水道事業会計および下水道事業会計決算額】 （単位：千円）

年度

区分

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

決算額 構成比 前年比 決算額 構成比 前年比 決算額 構成比 前年比

地方税 3,055,949 30.9 1.3 2,900,923 37.6 △5.1 2,964,658 40.8 2.2

地方譲与税 62,018 0.6 0.3 62,946 0.8 1.5 63,311 0.9 0.6

利子割交付金 2,102 0.0 7.2 1,752 0.0 △16.7 1,644 0.0 △6.2

配当割交付金 12,570 0.1 △7.8 18,083 0.2 43.9 16,555 0.2 △8.4

株式等譲渡所得割交付金 15,258 0.2 70.5 22,790 0.3 49.4 13,161 0.2 △42.3

地方消費税交付金 430,746 4.4 22.9 469,060 6.1 8.9 486,920 6.7 3.8

地方特例交付金等 17,062 0.2 △63.8 33,867 0.4 98.5 18,663 0.3 △44.9

自動車取得税交付金 2 0.0 △100 0 0.0 △100 211 0.0 211

自動車税環境性能割交付金 7,613 0.1 103.3 8,019 0.1 5.3 9,541 0.1 19.0

法人事業税交付金 25,931 0.3 － 42,129 0.6 62.5 39,617 0.5 △6.0

地方交付税 813,768 8.2 7.8 1,079,054 14.0 32.6 1,226,546 16.9 13.7

内訳
普通交付税 743,187 7.5 14.9 999,490 12.9 34.5 1,144,984 15.7 14.6

特別交付税 70,581 0.7 △34.8 79,564 1.0 12.7 81,420 1.2 2.3

交通安全対策特別交付金 3,377 0.0 12.8 2,909 0.0 △13.9 2,431 0.0 △16.4

分担金・負担金 3,087 0.0 △20.9 1,722 0.0 △44.2 3,379 0.0 96.2

寄附金 25,035 0.3 28.3 17,673 0.2 △29.4 17,139 0.2 △3.0

使用料 37,415 0.4 △40.5 40,481 0.5 8.2 50,595 0.7 25.0

手数料 18,246 0.2 3.2 19,444 0.3 6.6 20,354 0.3 4.7

国庫支出金 3,309,632 33.5 361.4 1,337,867 17.3 △59.6 1,047,521 14.4 △21.7

県支出金 412,756 4.2 4.8 416,693 5.4 1.0 397,373 5.5 △4.6

財産収入 7,040 0.1 △2.6 6,975 0.1 △0.9 7,100 0.1 1.8

繰入金 335,224 3.4 △56.8 241,459 3.1 △28.0 414,665 5.7 71.7

繰越金 268,050 2.7 △12.3 190,253 2.5 △29.0 120,353 1.7 △36.7

諸収入 133,064 1.2 △16.2 113,210 1.5 △14.9 113,554 1.6 0.3

地方債 889,800 9.0 94.7 693,258 9.0 △22.1 233,589 3.2 △66.3

総額 9,885,745 100 37.4 7,720,567 100 △21.9 7,268,880 100 △5.9

区分
年度

国民健康保険特別会計 介護保険 後期高齢者医療特別会計

歳入 歳出 歳入 歳出 歳入 歳出

Ｒ２ 2,214,448 2,163,270 1,340,530 1,305,282 311,100 310,148

Ｒ３ 2,327,059 2,284,705 1,408,920 1,374,580 325,620 324,288

Ｒ４ 2,097,851 2,081,344 1,476,052 1,423,782 352,717 351,960

区分

年度

水道事業会計 下水道事業会計

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出 収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

Ｒ２ 546,843 411,851 12,639 805,668 376,401 468,998 94,134 185,739

Ｒ３ 534,176 440,324 6,085 230,717 385,516 455,174 139,367 232,732

Ｒ４ 546,659 448,067 47,100 204,237 399,464 446,720 71,989 198,606

２２



決 算

【普通会計の決算（歳出 性質別）】 資料：地方財政状況調査（単位：千円・％）

【普通会計の決算（歳出 目的別）】 資料：地方財政状況調査（単位：千円・％）

年度

区分

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

決算額 構成比 前年比 決算額 構成比 前年比 決算額 構成比 前年比

人件費 1,676,896 17.6 6.9 1,708,171 23.4 1.9 1,745,797 25.7 2.2

うち職員給与 988,088 10.3 4.0 993,814 13.6 0.6 1,004,194 14.7 1.0

扶助費 890,315 9.3 8.7 1,241,106 17.0 39.4 1,009,198 14.9 -18.7

公債費 513,004 5.4 6.7 562,006 7.7 9.6 566,606 8.3 0.8

物件費 1,171,985 12.3 1.0 1,280,662 17.6 9.3 1,286,815 19.0 0.5

維持補修費 23,267 0.2 8.7 25,675 0.3 10.3 18,996 0.3 -26.0

補助費等 3,158,518 33.1 209.9 966,859 13.3 △69.3 1,052,072 15.5 8.8

積立金 62,112 0.6 △59.7 207,382 2.8 233.9 41,410 0.6 -80.0

投資及び出資金貸付金 3,254 0.0 △61.6 4,959 0.1 52.4 6,063 0.1 22.3

繰出金 607,368 6.4 △2.9 616,290 8.5 1.5 675,035 9.9 9.5

前年度繰上充用金 － － － － － － － － －

投資的経費 1,441,069 15.1 59.7 677,595 9.3 △53.0 387,489 5.7 -42.8

総額 9,547,788 100.0 41.2 7,290,705 100.0 △23.6 6,789,481 100.0 △6.9

年度

区分

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

決算額 構成比 前年比 決算額 構成比 前年比 決算額 構成比 前年比

議会費 121,482 1.3 2.0 120.395 1.7 △0.9 122,082 1.8 1.4

総務費 3,453,453 36.2 187.8 1,337,470 18.3 △61.3 1,001,769 14.8 △25.1

民生費 2,113,877 22.1 4.1 2,468,148 33.9 16.8 2,343,944 34.5 △5.0

衛生費 482,611 5.0 △1.8 657,067 9.0 36.1 629,531 9.3 △4.2

労働費 － － － － － － － － －

農林水産業費 94,697 1.0 △19.4 81,483 1.1 △14.0 72,729 1.1 △10.7

商工費 133,308 1.4 △28.0 89,375 1.2 △33.0 98,271 1.4 10.0

土木費 516,863 5.4 △7.7 620,383 8.5 20.0 576,220 8.5 △7.1

消防費 502,544 5.3 0.9 493,873 6.8 △1.7 515,175 7.6 4.3

教育費 1,596,249 16.7 57.0 860,189 11.8 △46.1 863,154 12.7 0.3

災害復旧費 19,700 0.2 △67.4 － － △100 － － －

公債費 513,004 5.4 6.7 562,322 7.7 9.6 566,606 8.3 0.8

諸支出金 － － － － － － － － －

前年度繰上充用金 － － － － － － － － －

総額 9,547,788 100.0 41.2 7,290,705 100.0 △23.6 6,789,481 100.0 △6.9

２３



人 口
【人口・世帯数の推移】

資料：企画財政課・税務住民課 【５歳階層別人口】 資料：税務住民課

国勢調査：各年１０月１日現在 住民基本台帳：令和６年４月１日現在 令和６年４月１日現在

【地域別人口と世帯数】 資料：税務住民課

令和６年４月１日現在

年度 世帯数 人口

国
勢
調
査

Ｈ１２ ７，２２５ １９，８８５

Ｈ１７ ８，２４６ ２１，３８５

Ｈ２２ ８，５７１ ２１，２３４

Ｈ２７ ８，９７０ ２０，９５５

Ｒ２ ９，３７５ ２０，７４５

住
民
基
本
台
帳

Ｒ１ ９，８２６ ２０，７７８

Ｒ２ ９，８７３ ２０，７２７

Ｒ３ ９，８１１ ２０，５２８

Ｒ４ ９，７３４ ２０，２７３

Ｒ５ ９，８１１ ２０，１６３

Ｒ６ ９，９４７ ２０，１０６

区分 男 女 計

100歳以上 １ １１ １２

95～99 １１ ５６ ６７

90～94 ８７ １６９ ２５６

85～89 ２８１ ３６２ ６４３

80～84 ５９９ ６７７ １，２７６

75～79 ７８３ ９３６ １，７１９

70～74 ７７４ ８９６ １，６７０

65～69 ４６４ ６０１ １，０６５

60～64 ５００ ４５９ ９５９

55～59 ５９７ ５６１ １，１５８

50～54 ８６１ ８４２ １，７０３

45～49 ７９８ ７２２ １，５２０

40～44 ５９３ ５６０ １，１５３

35～39 ５２９ ４３３ ９６２

30～34 ４６４ ４３７ ９０１

25～29 ４７３ ４５０ ９２３

20～24 ７０９ ６３２ １，３４１

15～19 ５３４ ４８０ １，０１４

10～14 ３６９ ３４２ ７１１

５～９ ２８７ ２９４ ５８１

０～４ ２４５ ２２７ ４７２

計 ９，９５９ １０，１４７ ２０，１０６

区分 世帯数 男 女 計

下台 ９２ ９６ ７４ １７０

酒々井 ８９０ ８８８ ９１０１，７９８

上本佐倉 ３３２ ３３４ ３４４ ６７８

本佐倉 ５４１ ５４５ ５９３１，１３８

馬橋 ３４４ ３５５ ２８６ ６４１

墨 １６０ １７３ １５３ ３２６

尾上 １１３ １２２ １４４ ２６６

飯積 ７２ ６４ ５９ １２３

中川 ４８６ ４１２ ３７０ ７８２

上岩橋 ８７９ ８８７ ８４５１，７３２

柏木 １１８ １２４ １３５ ２５９

下岩橋 ３９９ ３４８ ３２８ ６７６

伊篠 ２０４ １８４ １７３ ３５７

伊篠新田 ２０ ２８ ２６ ５４

篠山新田 ５ ６ ４ １０

今倉新田 ５ ５ ７ １２

東酒々井一丁目 ４９３ ４６０ ４５４ ９１４

東酒々井二丁目 ４３９ ４４０ ４４８ ８８８

東酒々井三丁目 ６７７ ６３４ ６４７１，２８１

東酒々井四丁目 ３３０ ３５１ ３６４ ７１５

東酒々井五丁目 ３８３ ４０２ ４０４ ８０６

東酒々井六丁目 ４６９ ４１５ ４７９ ８９４

上本佐倉一丁目 １４５ １４２ １５２ ２９４

中央台1丁目 ４３５ ３９６ ４２４ ８２０

中央台2丁目 ５０４ ４７４ ５３３１，００７

中央台3丁目 ４２０ ３５５ ４８６ ８４１

中央台4丁目 ２０２ １９６ １９９ ３９５

ふじき野一丁目 ２００ ３０２ ２９０ ５９２

ふじき野二丁目 ３０２ ４３０ ４０６ ８３６

ふじき野三丁目 ２８８ ３９１ ４１０ ８０１

計 9,947 9,959 10,147 20,106
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土 地
【地目別面積】 資料：固定資産税概要調書（単位：ｈａ）

【都市計画区域面積】 資料：まちづくり課 【用途地域別面積】 資料：まちづくり課

産 業
【産業（大分類）別１５歳以上就業者数：人】 各年１０月１日現在 資料：国勢調査

※１ 情報通信・運輸業：情報通信業、運輸業、郵便業

※２ サービス業：学術研究、専門・技術サービス業、宿泊業、飲食サービス業、生活関連サービス業、娯楽業

教育、学習支援業、医療、福祉、複合サービス事業、サービス業（他に分類されないもの）

年度

地目
Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

宅地 ３０７．２ ３０３．８ ３０４．３ ３０４．２ ３０４．８ ３０６．１

田 ３３７．５ ３３３．６ ３３３．５ ３３３．１ ３３１．２ ３３０．９

畑 ２４４．７ ２４３．２ ２４０．８ ２３８．１ ２３５．５ ２３４．２

山林 ３７０．５ ３５９．９ ３５０．９ ３５１．２ ３５０．６ ３５１．０

原野 ４５．３ ４２．６ ４１．８ ４２．１ ４２．７ ４２．５

雑種地 １８２．４ ２０４．８ ２１０．５ ２１３．９ ２１７．８ ２１７．６

池沼 ６．８ ６．８ ６．８ ６．８ ６．８ ６．８

その他 ４０６．６ ４０６．３ ４１２．４ ４１１．６ ４１１．６ ４１１．９

町総面積 １，９０１．０ １，９０１．０ １，９０１．０ １，９０１．０ １，９０１．０ １，９０１．０

年度

産業
Ｈ２２ Ｈ２７ Ｒ２

農業 ２５１ ２５７ ２５８

林業・狩猟業 １ ０ ５

漁業・水産養殖業 ０ ０ １

第一次産業 小計 ２５２（２.６％） ２５７（２.７％） ２６４（２.９％）
鉱業 １ ０ ０

建設業 ６４５ ５０６ ４９５

製造業 １，１５９ １，０３７ ８９６

第二次産業 小計 １，８０５（１８.２％） １，５４３（１６.３％） １，３９１（１５.２％）
電気・ガス・水道・熱供給業 ５４ ５６ ３４

情報通信・運輸業 ※１ １，３１４ １，４１５ １，３８０

卸売・小売業・飲食店 １，７０５ １，５８４ １，５９８

金融・保険業 ２１６ １７６ １５４

不動産業 １９８ ２０１ １９０

サービス業 ※２ ３，５６９ ３，４４３ ３，６３６

公務 ４３９ ３５７ ３４９

第三次産業 小計 ７，４９５（７５.７％） ７，２３２（７６.３％） ７，３４１（８０.０％）
分類不能の産業 ３５１（３.５％） ４４８（４.７％） １７４（１.９％）
合計 ９，９０３ ９，４８０ ９，１７０

区分 面積（ｈａ） 構成比（％）

市街化区域 約３６７ １９.３
市街化調整区域 約１，５３４ ８０.７
合計 約１，９０１ １００.０

区分 面積（ｈａ） 構成比（％）

第一種低層住居専用地域 約１７１ ４６.６
第二種低層住居専用地域 約４.４ １.２
第一種中高層住居専用地域 約９.２ ２.５
第二種中高層住居専用地域 約１.８ ０.５
第一種住居地域 約８１ ２２.１
準住居地域 約１８ ４.９
近隣商業地域 約９.７ ２.６
準工業地域 約７２ １９.６
合計 約３６７ １００.０

令和６年４月１日現在

令和６年４月１日現在

２５



産 業
【産業（大分類）別事業所数および従業者数】 資料：平成２６経済センサス基礎調査・平成２８・令和３年経済センサス-活動調査

※平成２８・令和３年経済センサス-活動調査（民営事業所のみ集計） 平成２６年経済センサス基礎調査

【産業（中分類）別事業所数および従業者数】資料：平成２８・令和３年経済センサス-活動調査

【農家数】 各年２月１日現在 資料：農林業センサス農林業経営体調査

年度

産業区分

事業所数（件） 従業員数（人）

Ｈ２６ Ｈ２８ Ｒ３ Ｈ２６ Ｈ２８ Ｒ３

Ａ・Ｂ農林漁業 ４ ４ ３ ３１ ４４ ５８

Ｃ鉱業 ― ― ― ― ― ―

Ｄ建設業 ５６ ５２ ４５ ３０４ ２７８ ２１８

Ｅ製造業 ２９ ２９ ２４ １，０３３ １，０１３ ８９４

Ｆ電気・ガス・水道業 １ ― ２ ９ ― １０

Ｇ情報通信業 ３ ３ ５ １３２ １３５ １８８

Ｈ運輸・郵便業 １７ １６ ２０ ３５４ ３７８ ４６８

Ｉ卸売・小売業 ２３３ ２５８ ３１２ ２，２４０ ２，０７８ ２，９８５

Ｊ金融・保険業 ９ １０ ９ １０９ １１７ ７８

Ｋ不動産・物品賃貸業 ４７ ４５ ４７ ８８ １２３ ９８

Ｌ学術研究、専門・技術サービス業 ２３ ２１ ２４ ５９ ４６ ５７

Ｍ宿泊業・飲食サービス業 ８５ ８８ ８５ ６９２ ７２８ ８８０

Ｎ生活関連サービス業、娯楽業 ７４ ７０ ５９ １９８ ２５２ ３２６

Ｏ教育・学習支援業 ２６ ２０ ３０ ３１６ １７７ ４１４

Ｐ医療・福祉 ４９ ５０ ５８ ５８５ ５２４ ９９１

Ｑ複合サービス事業 ３ ３ ３ ２３ ２５ ２０

Ｒサービス業（他に分類されないもの） ４４ ４０ ４２ ２８０ ２７１ ３５１

Ｓ公務 ５ ― ７ １６５ ― ２１０

総数 ７０８ ７０９ ７７５ ６，６１８ ６，１８９ ８，２４６

年度

産業中分類

事業所数（件） 従業員数（人） 年度

産業中分類

事業所数（件） 従業員数（人）

Ｈ２８ Ｒ３ Ｈ２８ Ｒ３ Ｈ２８ Ｒ３ Ｈ２８ Ｒ３

各種商品卸売業 ― ― ― ― 各種商品小売業 ― ― ― ―

繊維・衣服等卸売

業
1 2 1 211

織物・衣服・身の

回り品小売業
89 118 553 696

飲食料品卸売業 2 4 17 56 飲食料品小売業 39 45 797 934

建築材料、鉱物・

金属材料等卸売業
6 6 31 17 機械器具小売業 30 31 144 217

機械器具卸売業 15 15 142 115 その他の小売業 68 83 372 660

その他の卸売業 5 6 13 58 無店舗小売業 3 2 8 21

卸売業計 29 33 204 457 小売業計 229 279 1,874 2,528

総数 258 312 2,078 2,985

年
総農
家数

内訳 ※１、２ 総世帯数
（住民基本台帳）

農家率
（％）販売農家 自給的農家

Ｈ２２ ３１１ ２２５ ８６ ８，９８８ ３．５

Ｈ２７ ２９０ １９３ ９７ ９，４５７ ３．１

Ｒ２ ２３７ １６２ ７５ ９，８２８ ２．４

年度
事業所数

（件）

従業員数

（人）

製造品出荷額等

（万円）
年度

事業所数

（件）

従業員数

（人）

製造品出荷額等

（万円）

Ｈ２５ １５ ３０９ ９８６，１２６ Ｈ３０ １４ ９５９ １，６５２，１８５

Ｈ２６ １５ ２８９ １，１８８，１３３ Ｒ１ １４ ９３７ ２，１１７，１６５

Ｈ２９ １５ ９７４ １，４９７，６１８ Ｒ２ １５ ９１６ ２，２０６，９４３

【工業の推移】 資料：工業統計調査（従業員４人以上の事務所）

※平成２７年・２８年は令和３年経済センサス-活動調査の実施時期のため未実施、令和４年から工業統計調査廃止（経

済構造実態調査に統合）

※１販売農家：経営耕地面積3,000㎡以上、
または農産物販売金額50万円以上の農家

※２自給的農家：経営耕地面積3,000㎡未満、
または農産物販売金額50万円未満の農家

２６



教育・文化
【幼稚園の状況（私立１園）】 令和６年５月１日現在 資料：学校基本調査

【幼保連携認定こども園の状況（私立１園）】 令和６年５月１日現在 資料：学校基本調査

【小学校の状況（公立２校）】 令和６年５月１日現在 資料：学校基本調査

【中学校の状況（公立１校）】 令和６年５月１日現在 資料：学校基本調査

※各年５月１日現在 教員数は兼務者を含む

【酒々井コミュニティプラザの利用状況】 【中央公民館の利用状況】 【プリミエール酒々井の利用状況】

【町立図書館図書貸出冊数】

年度 学級数
認可定員

（人）

在園者数

計 ３歳 ４歳 ５歳

計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

Ｒ３ ３ ２７０ 72 34 38 19 10 9 27 13 14 26 11 15

Ｒ４ ３ ２７０ 64 32 32 15 7 8 20 11 9 29 14 15

Ｒ５ ３ ２７０ 58 29 29 23 11 12 16 7 9 19 11 8

年度 学級数
認可定員

（人）

在園者数

計 ０～２歳 ３歳 ４歳 ５歳

計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

Ｒ３ ６ １７３ 159 72 87 43 26 17 32 14 18 44 13 31 40 19 21

Ｒ４ ７ １７３ 155 73 82 42 22 20 33 21 12 31 14 17 49 16 33

Ｒ５ ７ １７３ 140 79 61 36 20 16 39 24 15 32 20 12 33 15 18

年度 学校数 学級数 教員数
児童数 教員一人当

たり児童数総数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

Ｒ３ ２ ３８ ５４ 813 114 129 131 133 146 160 １５

Ｒ４ ２ ３７ ５６ 787 131 114 131 133 131 147 １４

Ｒ５ ２ ３５ ５４ 754 114 131 115 131 134 129 １４

年度 学校数 学級数 教員数
生徒数 教員一人当

たり生徒数総数 １年 ２年 ３年

Ｒ３ １ １８ ３２ 509 165 155 189 １６

Ｒ４ １ １８ ３２ 471 150 166 155 １５

Ｒ５ １ １７ ３０ 463 145 151 167 １５
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※令和２年度・令和３年度は、各施設において新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため一部閉館
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２７



福 祉
【国民年金受給状況の推移】 資料：日本年金機構（単位：件・千円）

【国民健康保険給付状況の推移】 資料：健康福祉課（単位：千円）

【介護保険給付状況の推移】 資料：健康福祉課（単位：千円）

【要介護等認定者数の状況】 資料：健康福祉課 各年度末現在（単位：人）

年度 Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

新

法

老齢

基礎

件数 6,288 6,353 6,447 6,482 6,500

金額 4,265,097 4,316,125 4,399,433 4,420,276 4,414,951

障害

基礎

件数 286 286 295 301 303

金額 243,940 241,747 250,147 254,489 254,586

遺族

基礎

件数 25 30 30 26 29

金額 18,439 22,176 22,220 19,181 21,886

寡婦

年金

件数 2 2 2 1 1

金額 731 731 733 146 146

旧

法

老齢

年金

件数 77 68 59 51 48

金額 36,802 32,256 27,847 23,858 21,859

通算

老齢

件数 38 34 27 22 18

金額 9,667 8,794 7,180 5,000 3,970

障害

年金

件数 2 2 1 1 1

金額 1,753 1,755 977 976 972

母子

年金

件数 0 0 0 0 0

金額 0 0 0 0 0

老齢福祉

年金

件数 0 0 0 0 0

金額 0 0 0 0 0

合計
件数 6,718 6,775 6,861 6,884 6,900

金額 4,576,429 4,623,584 4,708,537 4,723,926 4,718,370

年度 総額 療養給付費 療養費 高額療養費
高額介護
合算療養費 葬祭費

出産育児
一時金 傷病手当金

Ｈ３０ 1,649,067 1,437,979 13,582 192,646 0 1,500 3,360 －

Ｒ１ 1,570,839 1,361,839 12,577 189,637 306 1,600 4,956 －

Ｒ２ 1,540,791 1,329,941 13,114 191,542 920 1,100 4,174 －

Ｒ３ 1,624,006 1,403,223 9,837 204,081 26 1,650 5,040 149

Ｒ４ 1,454,244 1,262,705 7,085 177,825 370 1,700 4,200 360

年度 総額 施設サービス費 居宅サービス費
高額介護
サービス費

特定入所者
介護サービス費

高額医療介護
サービス費

Ｈ３０ 1,125,992 440,897 618,171 25,817 37,745 3,362

Ｒ１ 1,163,948 453,585 642,771 26,523 36,764 4,305

Ｒ２ 1,188,773 456,196 659,305 29,958 37,895 5,419

Ｒ３ 1,241,872 475,160 699,562 30,061 32,848 4,241

Ｒ４ 1,291,791 505,890 724,489 27,880 28,909 4,623

年度 総数 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

Ｈ３０ 895 154 130 213 128 103 99 68

Ｒ１ 881 134 124 219 137 109 92 66

Ｒ２ 916 128 136 231 136 104 113 68

Ｒ３ 946 118 142 242 147 109 123 65

Ｒ４ 971 107 151 250 159 121 116 67

２８



福 祉
【保育園の状況】 令和６年４月１日現在 資料：こども課

※ 昭苑こども園については保育認定のみの園児数

保健・医療
【乳幼児予防接種実施状況】 令和６年２月２８日現在 資料：健康福祉課

【１歳６カ月児健康診査歯科健診】 資料：健康福祉課 【がん検診受診率】 令和５年度 資料：健康福祉課

【６５歳以上結核検診実施状況】 資料：健康福祉課

【特定健康診査実施状況】 資料：健康福祉課

年齢区分

園名

定員

（人）

園児数（人）

総数 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 保育士数

（公立）岩橋保育園 １２０ １１４ ３ １７ ２３ ２４ ２３ ２４ ３５

（公立）中央保育園 ６０ ４２ － ５ １０ ８ １３ ６ １６

（私立）昭苑こども園 １１３ １１４ １ １４ ２１ １９ ３０ ２９ ２４

合計 ２９３ ２７０ ４ ３６ ５４ ５１ ６６ ５９ ７５

年度
対象
者数
（人）

受診
者数
（人）

受診率
（％）

むし歯の
ある者の
数（人）

Ｒ１ １０５ ９９ ９４．２ ２

Ｒ２ ７４ ６７ ９０．５ ０

Ｒ３ １１３ １０６ ９３．８ １

Ｒ４ ８０ ７４ ９２．５ ０

Ｒ５ １００ ８９ ８９．０ ０

年度 対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％）

Ｒ１ ６，５９２ １，２３１ １８．７

Ｒ２ ６，６２９ １，１２８ １７．０

Ｒ３ ６，７０８ １，０９３ １６．３

Ｒ４ ６，７２５ １，０８１ １６．１

Ｒ５ ６，７２３ １，０３６ １５．４

年度 対象者数（人） 受診者数（人） 受診率（％）

Ｈ３０ ３，８０３ １，３８５ ３６．４

Ｒ１ ３，６４１ １，３５５ ３７．２

Ｒ２ ３，５８６ ８５９ ２４．０

Ｒ３ ３，４５２ １，２７１ ３６．８

Ｒ４ ３，１４２ １，２１６ ３８．７

区分

接種別
対象

接種者延べ数
（人）

百日せきジフテリア破傷風ポリ

オ混合
生後２カ月から７歳６カ月未満児 ３４６

ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型） 生後２カ月から５歳未満児 ３２４

小児用肺炎球菌 生後２カ月から５歳未満児 ３２３

日本脳炎 生後６カ月から７歳６カ月未満児 ３６７

ＢＣＧ 生後５カ月から１歳未満児 ７５

麻しん風しん混合（１期） 満１歳から２歳未満児 ８０

麻しん風しん混合（２期） 小学校就学前の１年間（４月１日から３月31日まで）にある児童 ９６

※１ 子宮頸がんの受診率は2年毎の受診が推奨されている

ため調整して算出してあります。

※２ 平成28年度より対象者数は、対象者調査に基づく数か

ら対象となる年齢の全人口となりました。

区分

種別

対象者数
（人）※2

受診者数
（人） 受診率（％）

乳がん ７，７３４ １，１９９ １５．５

子宮頸がん※1 ４，４２２ ５２５ １１．９

大腸がん

１３，２３６

１，７９８ １３．６

肺がん １，３５４ １０．２

胃がん ７３５ ５．６

２９



生活環境
【上水道事業の状況】 資料：上下水道課

【公共下水道の普及状況】 資料：上下水道課

【行政区域内の道路現況】 令和６年４月１日現在 資料：まちづくり課

【都市公園一覧】 令和６年４月１日現在 資料：まちづくり課

年度
給水区域内人口

（人）

現在給水人口

（人）

年間総給水量

（㎥）

一日平均給水量

（㎥）

一日最大給水量

（㎥）

給水普及率

（％）

Ｒ１ ２０，３４６ １８，９２０ ２，１９８，８７０ ６，００８ ６，７０３ ９３．０

Ｒ２ ２０，１４５ １８，９９０ ２，２０７，８４８ ６，０４９ ６，７７９ ９４．３

Ｒ３ ２０，２０９ １９，０８８ ２，２００，４７９ ６，０２９ ６，７０４ ９４．５

Ｒ４ ２０，０９９ １９，１７７ ２，２２２，２８１ ６，０８８ ６，８８１ ９５．４

Ｒ５ ２０，０４２ １８，９４５ ２，２００，４７９ ６，０１２ ６，４９４ ９４．５

年度 行政区域内人口（人） 処理区域内人口（人） 普及率（％） 水洗化人口（人）
水洗化率（％）

Ｒ１ ２０，７２７ １９，３６０ ９３．４ １８，８６６ ９７．４

Ｒ２ ２０，５２８ １９，２１３ ９３．６ １８，７１９ ９７．４

Ｒ３ ２０，２７３ １８，９８１ ９３．６ １８，４８７ ９７．４

Ｒ４ ２０，１６３ １８，８２４ ９３．４ １８，３３８ ９７．４

Ｒ５ ２０，１０６ １８，７１２ ９３．１ １８，２２８ ９７．４

道路

種類
路線数（本） 実延長（ｍ） 舗装延長（ｍ）

舗装率（％）

国道 ２ ９，９６４ ９，９６４ １００．０

県道 ３ １０，２６４ １０，２６４ １００．０

町道 ７６１ １９７，７９１ １５７，６２７ ７９．７

総数 ７６６ ２１８，０１９ １７７，８５５ ８１．６

名称 所在地 面積（㎡） 名称 所在地 面積(㎡)

酒々井総合公園 墨44 １２２，３００ 中央公園 上本佐倉1-11-7 ４４５

梅の木公園 東酒々井1-1-100 １，７３７ 南公園 東〃々井1-10-1 ５５８

どうぶつ公園 東〃々井2-2-157 １，５９８ 神明公園 東〃々井161-1 ３１９

大森公園 東〃々井3-3-467 ２，５０２ 開運公園 馬橋542-25 ３７３

記念公園 東〃々井3-3-269 １，０８５ 中之尾余南公園 〃 674-7 ６２９

夾竹桃公園 東〃々井3-3-7 ２，０２７ 中之尾余北公園 〃 672-1 １，５１３

ＳＬ公園 東〃々井4-4-138 １，０８６ うるおい公園 ふじき野1-16-6 ２，６４１

くじら公園 東〃々井5-5-180 ２，５８１ やすらぎ公園 東〃々井2-10-9 ２，０２０

昭和公園 東〃々井6-6-6 ５，９５３ はつらつ公園 東〃々井3-20-2 １，７２８

柿の木公園 東〃々井6-6-7 １，７１２ (仮)ふじきの第３公園 〃 1-2-7 １，４３５

さるすべり公園 東〃々井5-5-95 ６７８ ふれあい公園 上岩橋286-7 １，０２４

ひまわり公園 中央台1-21-1 ２，６３２ はぎやま公園 中〃台893-3 １９０

上ヶ作緑地 中〃台2-6 ９，７５４ 粟ノ洲公園 酒々井1108-2 ３３２

小鹿公園 中〃台2-23-1 ２，７９０ 上宿公園 中〃台1624-2 ４９８

中央台公園 中〃台4-1 ７，７１６ 飯積北公園 飯積2-1-1 ３，０１４

中央台緑地 中〃台4-21-1 ３，９７７ 飯積中央公園 〃 800 ４，２００

美空公園 本佐倉315-29 １，５７５ 飯積東公園 〃 2-8-11 ８，１７７

しらさぎ緑地 中〃台263-79 １，８３０ 飯積西第一公園 〃 826 ４，１６４

めじろ公園 中〃台263-57 ６１８ 飯積西第二公園 〃 827 １，９５０

ひばり公園 中〃台263-246 ６４８ 飯積緑地 〃 1-1-10 ８，８５０

３０



消 防

【火災発生件数の推移】 資料：くらし安全協働課（消防年報）

救 急
【救急出動の推移】 資料：くらし安全協働課（消防年報）

交 通
【交通事故発生件数の推移】 資料：くらし安全協働課（交通白書）

犯 罪
【刑法犯認知件数の推移】 資料：くらし安全協働課（千葉県警察）

年

項目
Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

建物火災 ３ ３ １ ５ ３ ３

林野火災 ２ １ ０ ３ ２ １

車両火災 ０ １ ３ １ ２ ２

その他火災 １ ２ １ ５ １ ５

合計 ６ ７ ５ １４ ８ １１

年

項目
Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

交通事故 １３９ １１８ ８１ ７８ ９９ ８４

急病 ６６６ ６３７ ５８６ ６２９ ７７５ ８１０

その他 ２０２ ２５０ ２２０ ２３１ ２４８ ２８３

合計 １，００７ １，００５ ８８７ ９３８ １，１２２ １，１７７

年

項目
Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

発生件数 １０１ ９３ ５０ ６３ ６７ ５５

うち死亡者数 １ １ １ ０ ０ １

年

項目
Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

発生件数 １６８ １７０ １３０ １１６ １２８ １６４

３１



◆ 町指定緊急避難場所・避難所 ◆
施設名 所在 電話 施設名 所在 電話

①中央公民館 中央台４－１０－１ 496-5321 ⑥大室台小学校 尾上２－２ 496-5281

②中央台公共用地 中央台３－４－１ ― ⑦酒々井中学校 尾上１４１－1０ 496-1040

③プリミエール酒々井 中央台３－４－１ 496-8681
⑧酒々井コミュニティ
プラザ

墨１５４９－１ 496-4461

④酒々井小学校 酒々井２０３ 496-1041 ⑨酒々井総合公園 墨４４ 496-7220

⑤東京学館高等学校 伊篠２１ 496-3881 ⑩昭和公園 東酒々井６－６－６ ―

ドクターヘリ臨時離着陸場

No 名称 所在

１ 東京学館高等学校 伊篠４４－１

２ 酒々井小学校 酒々井２０３

３ 大室台小学校 尾上２－２

４ 酒々井中学校 尾上１４１－１０

５ 酒々井総合公園多目的広場 墨３８－１

６ 中央台公園 中央台４－１

７ 墨スポーツ広場 墨１３９３

もしものときに備えて、日頃から用意して
おきましょう
万一に備えて、水・食料は最低３日分、飲料水は

１人１日３リットルを目安に用意しましょう。

必要なものは、ご家族・個人によって異なります。特

に、食物アレルギーに対応した食料、医薬品など、家族

の特性を考慮した備蓄が必要です。

次のリストを参考に揃えておきましょう。

■非常食品 飲料水、非常食（乾パン、缶詰など）
■衣類など 下着類、替えの上着、洗面用具、手袋、雨

具、運動靴
■小物道具 懐中電灯（1人1個）、ラジオ、予備の電

池、ちり紙、ナイフ、生理用品、簡易ト
イレ、筆記用具、モバイルバッテリー

■応急医薬品 ガーゼ、包帯、ばんそうこう、消毒薬、
常備薬

■乳幼児のいる家族 粉ミルク、離乳食、紙おむつ
■貴重品 現金、印鑑、権利証書、預金通帳、保険証、

マイナンバーカード
■感染症対策品 マスク、消毒液、体温計、寝具（毛

布など）

地震などの災害に備えて
～防 災 心 得～

緊
急
地
震
速
報
や
ぐ
ら
っ
と
き
た
ら
！

〇
身
の
安
全
を
第
一
に

「
姿
勢
を
低
く
」

「
頭
を
ま
も
り
」

「
動
か
な
い
」

揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て
か
ら
火
の
元
の
点

検
を

〇
地
震
が
起
き
て
か
ら
で
は
も
う
遅
い

日
頃
か
ら
自
宅
の
耐
震
補
強
や
家
具
の

転
倒
防
止
を

台
風
や
浸
水
に
備
え
て

〇
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
リ
ス
ク
を
確
認

洪
水
浸
水
想
定
区
域
や
土
砂
災
害
警
戒

区
域
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
早
め
の
避
難

を
！

〇
家
族
と
の
確
認
を

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
を
活
用

し
家
族
と
の
連
絡
手
段
を
話
し
合
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

〇
正
し
い
情
報
収
集
を

防
災
行
政
無
線
や
テ
レ
ビ
・
ネ
ッ
ト
で
気

象
庁
や
町
の
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

〇
避
難
場
所
の
確
認
を

日
頃
か
ら
避
難
場
所
ま
で
の
道
順
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

〇
災
害
時
本
当
に
頼
り
に
な
る
の
は
、
向
こ

う
三
軒
両
隣

災
害
時
は
、
声
を
か
け
あ
っ
て
協
力
し

ま
し
ょ
う
。
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主要公共施設など

施設名など 所在など 電話

町
の
施
設
な
ど

役場 中央台４－１１ ４９６－１１７１

中央公民館 中央台４－１０－１ ４９６－５３２１

保健センター 中央台４－１０－１ ４９６－００９０

プリミエール酒々井（図書館） 中央台３－４－１ ４９６－８６８１～２

学校給食センター 酒々井１６７－１ ４９６－１１５１

尾上浄水場（上下水道課） 尾上１９４－１ ４９６－７７２５

酒々井コミュニティプラザ 墨１５４９－１ ４９６－４４６１

子育て支援センター あいあい 上岩橋１１５９ ２９０－９７９０

総合公園 墨４４ ４９６－７２２０

墨スポーツ広場 墨１３９３ ４９６－５３３４

生涯生活センター 酒々井１６７－５ ４９６－７６５４

隣保館 本佐倉６９６－２１ ４９６－１１０７

防犯ボックス 東酒々井１－１－３０６ ２９０－９４００

しすい・ハーブガーデン（４～１１月開園） 墨１５４９－１ ４９６－４９０９

酒々井コミュニケーションセンター 飯積２－４－１ ４９７－３３９０

まるごとしすい 飯積２－８－２ ３７６－６８１０

国史跡本佐倉城跡案内所 本佐倉８２５ ３７６－５７４７

下宿ベース 酒々井１７１９－１ ４９６－１１７１(役場)

げんき館 酒々井１２００－９ ３７５－８４０５

佐倉市、酒々井町清掃組合酒々井リサイクル文化センター 墨１５０６ ４９６－７５１１

佐倉市、四街道市、酒々井町葬祭組合 さくら斎場 佐倉市大蛇町７９０－４ ４８４－０８４６

警 察・消 防
酒々井交番 酒々井８９８－１ ４９６－３９６４

佐倉市八街市酒々井町消防組合酒々井消防署 上岩橋１１６８－１ ４９７－０１１９

学
校
・
保
育
園

酒々井小学校 酒々井２０３ ４９６－１０４１

大室台小学校 尾上２－２ ４９６－５２８１

酒々井中学校 尾上１４１－１０ ４９６－１０４０

中央保育園 酒々井１２１ ４９６－１２７４

岩橋保育園 上岩橋１１５１ ４９６－１６２５

私立昭苑こども園 東酒々井１－１－１０５ ４９６－３２３８

私立酒々井幼稚園 中央台１－２２ ４９６－５７００

私立昭苑学童クラブ 東酒々井１－１－１０１ ４９６－３２３８

酒々井小学校児童クラブ 酒々井２０３ ４９６－２８８１

大室台小学校児童クラブ 尾上２－２ ４９６－０９３１

私立東京学館高等学校 伊篠２１ ４９６－３８８１

３３



主要公共施設など

施設名など 所在など 電話

その他の官庁 国土交通省千葉国道事務所酒々井出張所 上岩橋１１５５ ４９６－５１７１

郵便局
酒々井郵便局 中央台１－２４－１１ ４９６－０９３２

東酒々井郵便局 東酒々井１－１－１３６ ４９６－５０４１

交
通
機
関

ＪＲ酒々井駅（管理ＪＲ佐倉駅） 酒々井９２１ ４８４－１２１０

ＪＲ南酒々井駅（管理ＪＲ佐倉駅） 馬橋５６９ ４８４－１２１０

京成酒々井駅 中川５６０－１ ４９６－４６１０

京成宗吾参道駅 下岩橋４３２－３ ４９６－２３２２

そ
の
他

酒々井町商工会（酒々井町商工会館） 酒々井１６５９－１ ４９６－００６３

成田市農業協同組合酒々井支所 酒々井１６７０ ４９６－０２９１

養護施設 螢雪学園 伊篠４５７ ４９６－４００８

酒々井町社会福祉協議会 中央台４－１１（役場内） ４９６－６６３５

高齢者福祉施設 エコトピア酒々井 本佐倉３５２－２ ４９６－１９１０

障がい福祉サービス事業所 ワーク・かなえ 本佐倉３５２－７ ４９６－４１８６

酒々井町地域包括支援センター 中央台４－１１（役場内） ４８１－６３９３

酒々井町シルバー人材センター 酒々井１６７－５（生涯生活センター内） ４９６－４０７７

歴
史
・
文
化
・
観
光
な
ど

国指定史跡本佐倉城跡 ○問 生涯学習課文化財班 ４９６－５３３４

国指定史跡墨古沢遺跡 ○問 生涯学習課文化財班 ４９６－５３３４

上岩橋の獅子舞（４月の第１日曜日に開催） ○問 生涯学習課文化財班 ４９６－５３３４

馬橋の獅子舞（７月の第３土曜日に開催） ○問 生涯学習課文化財班 ４９６－５３３４

墨の獅子舞（７月の第３日曜日に開催） ○問 生涯学習課文化財班 ４９６－５３３４

飯積の大杉 ○問 生涯学習課文化財班 ４９６－５３３４

酒の井の碑 ○問 生涯学習課文化財班 ４９６－５３３４

築山 ○問 生涯学習課文化財班 ４９６－５３３４

ふるさとまつり ○問 経済環境課農政振興班 ４９６－１１７１(役場)

酒々井まがり家 馬橋１０６ ４９６－１００１

３４



●発行／令和６年７月

●編集発行／酒々井町企画財政課

〒２８５－８５１０ 千葉県印旛郡酒々井町中央台４－１１ ℡０４３－４９６－１１７１（役場代表）
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